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概 要

メッセージやアラートにより情報を提示する「通知」というインタフェースについて研究
が行われている。ただ、通知の研究はデスクトップPCやスマートフォンを対象としたも
のがほとんどで、我々の身に寄り添う家電機器からの通知を管理する研究は少ない。家電
機器による通知についての研究として、家電機器からユーザに向けて一方的に情報を発信
するプッシュ型情報提示システムがある。しかし、プッシュ型情報では、見逃す・聞き逃
すことがあってもそれを管理システムやアプリケーションが認知できないという問題点が
ある。本研究では住環境とユーザの自然な双方向性の情報のやり取りができることを目的
とし、これを達成するために家電製品の通知とセンサによるユーザ応答検知ができる双方
向通知応答基盤を提案・実装する。まず、ECHONET Lite機器・oneM2M家電機器のク
ラスより、音声・視覚的シグナルを発する 17機器を調査し、通知について {1.現状認識,

2.動作・状態変化, 3.動作終了, 4.呼び出し, 5a.許容値外 a, 5b.許容値外 b, 6.異常, 7.タ
スク, 8.緊急 }の 9種類に分類した。また、応答について {A.暗黙応答, B.明示応答, C.

手続き応答 }の 3つの大区分と {B1.現場応答, C1.復帰応答, C2.サービス依存応答 }の
3つの小区分に分類した。双方向通知応答基盤においては、獲得、モデリング、理論・推
論、配信の 4要素の考え方を取り入れ、ユーザを取り巻く環境の情報処理を行う。モデリ
ング部について、コンピュータも開発者も認識しやすい形式のオントロジ言語OWLによ
る通知応答のコンテキスト記述を行い、RDFを用いてモデルに沿った実データを管理で
きるようにする。コンテキストはUser ・ Service ・ Device ・ Environmentの 4区分に
分け、それぞれの関係を明確にした。理論・推論部では、モデリング部のコンテキスト記
述を用いて、Java のオープンフレームワークの Jena が持つルールベース推論エンジン
によって新たな知識の獲得ができる。これによってタスクの推論や通知と応答の推論が可
能になった。獲得部はオープンソースライブラリのEchowandを用いて、センサやデバイ
スをECHONET Liteで通信可能にし、センサ情報の取得や音声の出力ができるようにし
た。配信部について、ユーザは通知及び応答デバイスを予め準備した状態で、APIを通じ
て双方向通知応答基盤を利用する。APIの入力は {通知のタイプ, 通知の開始条件, 通知
の発生デバイス }となる。一方 APIの返り値は {暗黙応答、明示応答、手続き応答 }の
それぞれの成否 (trueか false)となる。さて、双方向通知応答基盤の評価は取り扱える通
知を 2つの視点で既存の家電機器から調査し、幅広い家電製品に対して通知及び通知に対
する応答が可能であることを示す。1 つ目は、最新の家電機器製品のラインナップから通
知機能を割り出し、通知と応答が対応しているかを判断する。今回調査を行った 23 例の
通知について、全て応答を当てはめることが出来た。 2 つ目は、製品安全情報の電子機
器の事故事例において、事故に至るまでの現象を分析する。そして、事故を未然に防止ま
たは事故後の事後対応を即座に行うために、事故の発生する可能性のある製品における
通知と応答の組み合わせを検討する。今回調査を行った 74 の事故事例に対して、69例に
ついて通知及び通知に対する応答を当てはめることが出来た。また、24例については最



終現象が起こる前までに通知ができることがわかった。1つ目の評価の考察について、23

例中 20例の通知に対する応答は複雑な復帰応答やサービス依存応答ではなく、単純な暗
黙応答もしくは現場応答となった。残りの例についても復帰応答に該当し、ユーザが指定
しなければならないユーザタスク通知/サービス依存応答の例はない。このように、通常
動作する家電製品の通知と応答の組み合わせを限定された種類に単純化出来たと言える。
また、2つ目の評価の考察について、事故事例の 74例中 69例は通知と応答が可能であり、
45例は緊急通知/サービス依存応答であった一方、24例についてはそれ以外の通知と応答
に分類できた。このように、事故を防ぐという面において通知の多様性があるモデルと言
える。以上より、双方向通知応答基盤の根幹をなす通知と応答の組み合わせは、家電製品
における多様な通知と応答を単純な形で示したものである。
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第1章 はじめに

1.1 研究の背景
IoTという言葉とともに、物理空間の状態をセンシングできるデバイスが急速に普及し

ている。ユーザはセンシング情報をサービスプロバイダに送信し、有益な情報を受信でき
るサービスが簡単に利用できるようになった。こうした情報の送受信はスマートフォンが
主であったが、ホームネットワークの普及に伴い家電機器を通して情報を送受信するサー
ビスも多くなってきている。
　情報の発信方法に注目すると、メッセージやアラートにより情報を提示する「通知」と
いうインタフェースについて研究が行われている。ただ、通知の研究はデスクトップPC

やスマートフォンを対象としたものがほとんどで、我々の身に寄り添う家電機器からの通
知 (例えば洗濯機の終了音、目覚まし時計のアラートなど)については製品デザイナーの
領域であり、通知システムとして管理する研究は少ない。
　家電機器による通知についての研究として、家電機器からユーザに向けて一方的に情報
を発信するプッシュ型情報提示システム [1, 2]がある。これら研究ではプッシュ型情報を
より確実にユーザに伝達するための手法を提案した。しかし、図 1.1に示すように、情報
を見逃す・聞き逃すことがあっても、それを管理システムやアプリケーションが認知でき
ないという問題点がある。
　

図 1.1: プッシュ型情報による見逃し・聞き逃しの問題点
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1.2 研究の目的
本研究では住環境とユーザの自然な双方向性の情報のやり取りができることを目的と

し、通知と応答の組み合わせについて検討する。そして、家電製品の通知とセンサによ
るユーザ応答検知ができる双方向通知応答基盤 (INR: Interactive Notification-Response

platform)を提案・実装する。
　通知と応答の組み合わせは、既存の家電製品からどのような通知があり、どのような応
答が適切かを検討する。
　双方向通知応答基盤については、ホームネットワーク上の家電機器やセンサを用いて、
伝えるべき情報を通知する。通知が起こった後、ユーザがどう応答したかを判断するため
にはセンシング情報を処理し行動の同定をする必要がある。そこで、Echonet Liteに対応
したデバイスから情報を収集し、実データをユーザ・環境・プラットフォーム・デバイス
のオントロジモデルに適用して推論を行い、住環境とユーザのコンテキストをコンピュー
タが解釈して応答できたかを判断する。

1.3 本論文の構成
本論文の構成は以下のようになっている。

• 第 1章 はじめに

– 研究の背景と目的，本論文の構成を示す。

• 第 2章 住環境内の通知と応答について

– 通知および応答の概要、通知と応答の組み合わせについて示す。

• 第 3章 双方向通知応答基盤の提案

– 双方向通知応答基盤の概要や、コンテキストアウェアなサイクル、オントロジ
モデル、推論といった本論文で提案する手法について示す。

• 第 4章 双方向通知応答基盤の実装

– 双方向通知応答基盤の構成、通知応答の各種パターン、APIの提供といった実
装に関することについて示す。

• 第 5章 双方向通知応答基盤の評価

– 最新の家電機器製品、事故事例のある家電機器製品について調査し、双方向通
知応答基盤で取り扱える通知と応答の対応関係を評価する。

2



• 第 6章 双方向通知応答基盤の考察

– 通知と応答の対応関係の考察を行う。

• 第 7章 今後の課題

– 本研究で対応できなかった暗黙応答への幅広い対応、人間の行動・状態把握へ
の対応について述べる。

• 第 8章 まとめ

– 本研究のまとめを記す。

3



第2章 住環境内の通知と応答について

2.1 通知システムの概要
通知システムとは、最新の情報を配信するためのメカニズムを用いたコンピュータシス

テムである。例として、デスクトップ PC・ノート PC・スマートフォンにおいて、画面
の上下部から出現する 1-2行で書かれた文字情報のポップアップや、配信情報到達時のア
ラーム音が挙げられる。McCrickardらの研究 [3]では、通知を次のように定義している。

複数情報への注目状態、マルチタスクを抱えている時に通常使用されるインタ
フェースであり、最新かつ重要な情報を、さまざまなプラットフォームやモー
ドを通じ、効率的かつ効果的な方法で提供する。

　McCrickardは設置型ディスプレイにおける通知システムの評価のため IRC(Interruption

- Reaction - Comprehension)評価モデルを提案した。評価項目は、現在進行中のタスクを
中断 (Interruption)できるか、通知に対して迅速かつ正確に反応 (Reaction)できるか、通
知の情報を理解 (Comprehension)し忘れずにいられるかという 3つである。またMehrotra

らの研究 [4]では、デスクトップ及びスマートフォン上での通知が不適切なタイミングで
届くときの悪影響について、これまで公開された研究を比較検討をした。結論として、通
知の割り込み可能なタイミングの予測によって、ユーザが期待する心地よい通知システ
ム構築につながるとしている。Mehrotraらは多数のデバイス (ノートPC・スマートフォ
ン・ウェアラブル端末・スマートTV・家電製品など)による通知のモデリングは未発達
な領域としている。

2.2 通知に対する応答
2.2節では、まず人間およびコンピュータとの相互でどのように情報処理しているかを

確認する。次に人間とコンピュータとの調和協調の必要性を確認する。最後に通知システ
ムでの通知に対する応答の必要性を示す。
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2.2.1 人間とコンピュータの情報処理プロセスと相互関係

コンピュータと人間との相互の情報はインタフェースを介してループしている。コン
ピュータのインタフェース装置からの出力は、光・音などによって人間が知覚する入力
となる。同様に人間の応答出力は、振動・圧力・音などによってコンピュータのインタ
フェース装置への入力となる。つまり、Schomakerらの用いた図 2.1[5]のように、人間と
コンピュータは物理媒体を通しインタフェースを出入り口として情報の受け渡しをしてい
ると考えることができる。それでは、図 2.1のCognitionに当たる部分はどのようなプロ
セスで処理するのだろうか？

図 2.1: コンピュータと人間との間の情報のやり取り [5]

　まず人間の情報処理プロセスを確認する。人間は何かしら知覚を得ると、脳内で知覚の
処理を行い、応答として何かしら行動を起こす (もしくは何もしない)。Rasmussenは図
2.2に示すように、人間の情報処理プロセスは受け取った知覚によって三段階のプロセス
に変動するとし、そのプロセスを表す SRKモデル [6]を提案した。下段の SKILL-BASED

BEHAVIOURは人間が反射的な行動を起こす時のプロセスであり、人間が無意識下の身体
運動を行うことを意味する。中段のRULE-BASED BEHAVIOURは普段の習慣や規則から
判断が出来る時のプロセスであり、人間が知覚情報を認識し知識や経験と照らし合わせて
最適な結果となる行動をすることを表す。上段のKNOWLEDGE-BASED BEHAVIOUR

は慣れない環境下で判断を迫られた時のプロセスであり、人間が知識や経験を基に到達す
べき目標を決定し計画に基づいて行動をすることを意味する。
　人間が何かしら行動を起こせば、物理環境またはシステム環境は変化し、人間が再び知
覚可能な新しい情報パターンを生成する。このような出力が新しく入力として再帰する
ことをフィードバックループという。Wickensらの著書 [7]では人間の情報処理は基本ス
テージとして知覚処理・知覚意味づけ・ワーキングメモリ・記憶保持・応答選択・応答実
行を持つとした。また、Wickensらは図 2.3に示すように、追加ステージとしてフィード
バック・リソース注力の 2つを取り入れたHIP(Human Information Processing)モデルを
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図 2.2: Rasmussenの SRKモデル [6]

提唱している。図 2.3の左側はHIPモデルの基本形である。一方、右側は意思決定のプロ
セスが必要な時のモデルであり、SRKモデルの中段RULE-BASED BEHAVIOUR及び上
段KNOWLEDGE-BASED BEHAVIOURと同等のプロセスを辿る。

基本モデル 意思決定のプロセスが必要な時のモデル

図 2.3: 2つのHIPモデル [7]

　人間はフィードバック入力による知覚を受けて、現在のコンピュータが持つ情報を確認
できるだけでなく、誤った行動を訂正したり意思決定を覆したりできる。Wickensは意思
決定のプロセスが必要な時のHIPモデルにおけるフィードバックを 3つに分類した。応
答が行われているのと同時並行して知覚の入力をする同時フィードバック、応答が行われ
た直後に知覚の入力をする時間連接フィードバック、応答に対して数秒から何か月もの間
を置いて知覚の入力をする遅延フィードバックである。Wickensは 3つのフィードバック
それぞれの特性を掴みインタフェースの設計をすることで、人間は効率の良い行動の学習
ができるとしている。
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　次にコンピュータにおける情報処理プロセスを確認する。古来人間はプログラム言語
をキーボードで打ち込み、コンピュータ上でコンパイルを実行し、望みの計算結果を画面
上で確認してきた。やがてコンピュータの計算能力・精密動作が発達すると、人間は自分
たちの代わりにコンピュータに意思決定および動作実行をさせるようになった。このよう
な、人間にとって困難な作業または操作がある時、主にコンピュータが代理またはサポー
トとして処理を担い、人間にかかる作業負荷を軽減することを自動化という。自動化につ
いて、Parasuramanの研究 [8]ではコンピュータの情報処理プロセスとして (1)情報の獲
得、(2)情報の分析、(3)行動の選択と決定、(4)行動実行、以上の 4つの機能があると提
案した。この 4つの機能はHIPモデルが示す人間行動プロセスと似た流れを辿ることが
わかる。
　以上のように、人間とコンピュータの行動の処理プロセスと相互関係はこれまでの研究
で定式化されており、それを踏まえてインタフェースのあるコンピュータシステムを作る
のが重要である。Limerickらは人間とコンピュータの 6つの機能が閉ループするモデル
[9]を図 2.4のように示した。図 2.4中の Perception・Sensorsが人間・コンピュータの行
動プロセスの情報獲得に当たる機能、Intention・Stateが情報分析と意思決定に当たる機
能、Effectorsと Feedbackが行動実行に当たる機能である。ところで、図 2.4にはGulf of

EvaluationとGulf of Executionと書かれた矢印が存在する。これは、Normanが提案した
人間と自動化との間に存在する溝 [10]を示すものである。Gulf of Evaluationはコンピュー
タがどのように動作しているか人間側で認識できなくなる状態を指し、Gulf of Execution

は人間がコンピュータの意図通りの操作ができなくなる状態を指す。このような溝を埋め
るために、自動化システムを設計する時は、人間の意思を的確にセンサで汲み取り、人間
側へ動作状態・動作結果を適切にフィードバックするためのインタフェースが必要である。

図 2.4: 人間とコンピュータが持つ機能の閉ループ及び溝 [9]
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2.2.2 人間とコンピュータとの協調

自動化の技術が発達することで、かつて人間が単独で行っていた作業を現在はコンピュー
タと共に連携しながら作業を進められるようになってきた。Sheridanらは 10段階の自動
化のレベル [11]を表現し、人間とコンピュータのどちらがどのようにタスクを実行すべ
きか幅があることを示した。また、稲垣らは Sheridanの 10段階の自動化の内、レベル 6

と 7の間に新しいレベルを挟んだ 11段階の自動化レベルを表 2.2のように提示し、レベ
ル 6.5を人間の対応の実行までに時間の猶予がない緊急時に必要な段階であると主張した
[12]。

レベル 説明
1 コンピュータの支援なしに、すべてを人間が決定・実行。
2 コンピュータはすべての選択肢を提示し、人間はそのうちの一つを選択して実行。

3
コンピュータは可能な選択肢をすべて人間に提示するとともに、その中の一つを選ん
で提案する。それを実行するか否かは人間が決定。

4
コンピュータは可能な選択肢の中から一つを選び、それを人間に提案。それを実行す
るか否かは人間が決定。

5 コンピュータは一つの案を人間に提示。人間が了承すれば、コンピュータが実行。

6
コンピュータは一つの案を人間に提示。人間が一定時間以内に実行中止を指令しない
限り、コンピュータはその案を実行。

6.5 コンピュータは一つの案を人間に提示すると同時に、その案を実行。
7 コンピュータが全てを行い、何を実行したか人間に報告。
8 コンピュータが全てを決定・実行。人間に問われれば、何を実行したか人間に報告。

9
コンピュータが全てを決定・実行。何を実行したか人間に報告するのは、必要性をコ
ンピュータが認めた時のみ。

10 コンピュータが全てを決定し、実行。
表 2.2: 11段階の自動化レベル [12](日本語訳 [13])

　人・時間・場所・環境が変われば、人間とコンピュータのタスク分担も変わっていかな
くてはならない。このような、人間とコンピュータの周辺環境も含めた状況に合わせ、タ
スクの移譲ができるように調整していくことをアダプティブオートメーション (Adaptive

Automation)という [14, 15, 16]。例えば、様々な家電機器をシステムが一元管理している
スマートホームがあり、室内温度が人間にとって危険な程高いと判断した時に「室内が高
温です。窓を開けましょう。」という音声を通知をしたい場合を想定する。自動化レベル
4の場合から考察すると、この場合コンピュータは通知後に何もしない。レベル 5の場合
は、人間にスマートフォンで自動開閉窓のオート操作ボタンをタップしてもらい、タップ
があれば最適な温度になるよう自動で動く。レベル 6の場合は、人間にスマートフォンで
オート操作を拒否するボタンのタップを一定時間待ち、タップがなければ最適な温度にな
るよう自動で動く。ここまでは人間が意思を持って状態の改善をするかどうか選ぶことが
出来たが、レベル 6.5以上は人間が自動開閉窓の動作開始を止めることが出来ない。その
ためレベル 6.5以上を考慮すべき段階は、温度が人体に危険な水準まで上昇した場合のよ
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うな限定した状況でなければならない。以上のような様々な想定をするために、設計者は
自動化の対象について事前に重要度や緊急度について調査をし、どのレベルが適切か検討
を重ねる必要がある。
　人間とコンピュータとが相互に信頼を築くためには、コンピュータが人間のようにな
りきって振る舞うことで、人間と人間が会話をしているかのように思わせる必要がある。
Nassらの研究 [17]では、人間はコンピュータに対して恰も人間に接するかのように意思
疎通することを示した。協調の取れた自動化を実現するためには、コンピュータは人間の
仕草を理解し、コンピュータ自身の動作に納得してもらう必要があるのだ。

2.2.3 通知インタフェースにおける人間・コンピュータ間の情報処理

　McCrickardの IRC評価モデルの観点で、通知というインタフェースについて人間が
どのように情報処理するのか確認する。McCrickardの研究 [3]では、2.1節で述べた IRC

評価モデルによって分類した通知パターンが、WickensらのHIPモデル [7]の情報処理プ
ロセスにどう適用できるか見解を示した。まず IRCによる通知パターンについて表 2.4に
示す。それぞれのパラメータについて、I(中断)のパラメータは情報提示によって作業を
中断する必要があるかどうか {1=中断する, 0=中断しない }、R(反応)は直ちに応答する
必要があるか {1=直ちに応答, 0=直ちに応答しなくてもいい }、C(理解)は得られた情報
が複雑な意思決定をする時に役立つか {1=役立つ, 0=役立たない }を表す。なお、これら
のパラメータは 0か 1か二極しているわけではなく、0-1の間に通知が存在する。本研究
ではわかりやすさのために、0か 1の値を用いる。パラメータによるNAモデルの例を示
す。Ambient Mediaのデスクトップ背景が天気によって動的に変わるという例であれば、
I(中断)が 0なのでデスクトップ背景に意識を取られず、R(反応)が 0なので天気の情報に
直ちに応答を起こさなくてよく、C(理解)が 1なので情報から外出時に傘がいるかどうか
を判断する必要がある。またAlarmのメール到着時のアラートであれば、I(中断)が 1な
のでポップアップを見るために仕事を一時中断し、R(反応)が 1なので直ちにメールを確
認するが、C(理解)が 0なのでポップアップ自体はメールソフトにメールが届いたという
示唆に留まる。
　McCrickardは IRC評価モデルによる通知パターンをHIPモデルに適用したNAモデル
(Notification Action Model)を図 2.5のように示し、通知における人間の情報処理プロセス
を表した。まず、8つの通知パターン内にあるHIPモデルの機能ブロックについて説明す
る。SP(Sensory Processing)は感覚処理を表し、視覚、聴覚、触覚といった感覚を処理する。
P(Perception)は知覚を表し、感覚信号やイベントを意味づける。WM(Working Memory)

は作業記憶を表し、長期記憶に情報を送ったり、情報認識の処理をしたりする。LTM(Long

Term Memory)は長期記憶を表し、過去の経験を保存する。LTWM(Long Term Working

Memory)は長期作業記憶を表し、長期に渡る情報認識の処理を行う。RS(Response Selec-

tion)は応答選択を表し、最終的に何をするかを決める。RX(Response eXecution)は応答
実行を表し、脳指令を含めた筋肉運動を行う。次に、通知パターンのプロセスを確認す
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パターン名
Interruption
中断

Reaction

反応
Comprehension

理解 例

Noize (ノイズ) 0 0 0 作業中にインターネットラジオを聞くことで安心できる。
Ambient Media
(環境に溶け込んだ
メディア)

0 0 1 パソコンのデスクトップ背景で天気に関する画像を動的
に表示し、外の天気を気づかせる。

Indicator (標識) 0 1 0 カーナビのディスプレイ上にある方向指示案内に従って
進む。

Secondary Display
(二つ目のディスプ
レイ)

0 1 1 共著者の進捗度をサブモニタ上のグループウェアで確認
しながら仕事をする。

Diversion (気晴ら
し)

1 0 0 時々スマートフォンにポップアップするジョークボット
で気晴らしする。

Information Ex-
hibit (情 報 表
示)

1 0 1 工場で操業のステータスをディスプレイ画面で日常的に
確認、短期的な情報の更新を見つつ、長期的な戦略を決
める。

Alarm (アラーム) 1 1 0 カレンダーやメールのアラートで重要な情報が発生した
ことを認識する。

Critical Activity
Monitor (要所の
活動を監視)

1 1 1 ネットワークを日常的に監視する。ユーザは監視者に問
題を解決してもらう。監視者は問題をパターン化し、問
題を事前に防いだり問題の発生しないネットワークを構
築する。

表 2.4: IRCによる通知パターン [3]

る。それぞれのパターンでは共通したプロセスを辿る場合があり、SPの後はP、RSの後
はRX、RXの後は Fに進む。いくつかのパターン例を挙げると、Ambient Mediaの場合
は SPまたはPの後に LTWMに進むが、その後に Fに進むかどうかは重視されない。他
に、Alarmの場合は Pの後にWMに進み、WMの後に RSに進んでいく。NAモデルで
は、IRCのパラメータによってどの機能ブロックを通るかおおよそ把握できる。I=1の時
はWMを通り、R=1の時はRS・RXを通り、C=1の時は LTM・LTWMを通る。
　通知に対して人間がどう応答するかを把握するのは重要である。2017年のTurnerらの
研究 [18]では、多くの通知割り込みの実践研究において、実験後にアンケート調査で通
知が来た時どう感じたかを尋ねたり、通知到着時にその場でユーザが応答可能かラベリン
グを行ったりしていると見解を述べた。前者はコンピュータが応答をセンシングしてお
らず、後者はスマートフォンによりセンシングしているがより多くの情報獲得が可能であ
る。しかし、2.2.1及び 2.2.2小節で挙げたことを考慮すると、通知インタフェースにおけ
る人間・コンピュータの情報処理プロセスを理解し、通知デバイス (コンピュータから人
間へのインタフェース)と応答センシング (人間からコンピュータへのインタフェース)が
機能すれば、人間は通知という声を通してコンピュータと協調してタスクを行えるように
なる。そのため、センシング技術の発達に合わせて通知に対する応答センシングをより探
求する必要がある。
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図 2.5: NAモデルでの通知に対する人間の情報処理プロセス [3] (図は [19]より)

2.3 住環境内で発生する通知とその応答の組み合わせ
HCI(Human-Computer Interaction)の分野でデスクトップPCやスマートフォンにおけ

る通知の研究がなされてきた一方、近年普及が進む IoTデバイスでの通知については 2.1

節のMehrotraの言う通り研究余地のある分野と言える [4]。
　福田,金井の研究 [1, 2]では、インターネットから入手した情報を一方的に家庭内の家
電機器からユーザに向けて発信するプッシュ型情報を提案し、その情報をより確実にユー
ザに伝達する方法を提案した。しかし、通知デバイスからユーザに対して単方向に通知す
るため、通知を見逃す・聞き逃すことがあっても、それをアプリケーションが認知出来な
いという問題点がある。
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　Teodoroらの研究 [20]では、多数のデバイス上での通知を可能にするXDN(Cross-device

Notification) Frameworkという開発者サポートツールの実装を行った。開発者はデバイス
の対象として {スマートフォン, スマートウォッチ, スマートブレスレット, スマートライ
ト, タブレット, PC, スマート冷蔵庫, スマートハイファイオーディオ, スマートTV, カー
ハイファイ, スマート歯ブラシ }を選び、APIを用いることでデバイスの持つ音・光・振
動機能による通知ができる。このようないくつかのスマート家電を組み合わせた通知シス
テムは他にも研究例がある。
　しかし、家電機器のスマートデバイス化が進む今日、本研究筆者はTeodoroらの研究が
対象とするデバイス種類より多くの通知を扱うべきであると考える。ホームネットワーク
上にある様々な機器と通信するためのプロトコルであるECHONET LITE[21]は、家電製
品の対応機器 100種以上を定義している。この中で音声・アラーム音の通知が可能なデバ
イスは {家庭用エアコン, 電気温水器, 電気錠, 瞬間式給湯器, オーブンレンジ, 冷蔵庫, 炊
飯器, 洗濯機, 乾燥機 }などがある。これらデバイスを包含した通知を単一のシステムを
通して扱えるようになれば、日常生活で発生する報知音やディスプレイ通知といった「デ
バイスの発する呼びかけ」に耳を傾けやすくなる。そして、応答として人間の行動をセン
シングすることでコンピュータと人間との間の情報のやりとりを循環できるようにする。
　ECHONET Lite機器 [22]・oneM2M家電機器 [23]のクラスより、音声・視覚的シグナ
ルを発する 17機器を調査し、A.1節の表A.1にまとめた。調査ではインターネット上の
メーカ説明書より通知機能を合計 46個特定した。こうした通知について、{メーカ名,製
品名,通知場所,通知トリガ,通知方法,通知デバイス,通知種類,応答種類,応答デバイス }
といった項目で分析した。通知について {1.現状認識, 2.動作・状態変化, 3.動作終了, 4.

呼び出し, 5a.許容値外 a, 5b.許容値外 b, 6.異常, 7.タスク, 8.緊急 }の 9種類に分類した。
また、応答について {A.暗黙応答, B.明示応答, C.手続き応答 }の 3つの大区分と {B1.現
場応答, C1.復帰応答, C2.サービス依存応答 }の 3つの小区分に分類した。
　まず、通知の分類を表 2.6にまとめた。それぞれの通知種類について説明する。1.現状
認識通知は、時計の時報のような定期的に行う通知を表す。2.動作・状態変化通知は、予
め設定した動作が行われたときやコンピュータの判断により自動で動作を変更した時の通
知を表す。1.と 2.は直接人間がタスクを実行して解決するわけではないが、今後の意思
決定に役立つ。3.動作終了通知は、コンピュータが行っていたタスクが完了し、その後の
タスクを人間に引き継いでもらうための通知である。4.呼び出し通知は、人間が早急に対
応しなければならないタスクをコンピュータが呼びかけるための通知である。5aと 5bの
許容値外通知は、コンピュータ内で許容値を超える何かしらの条件に当てはまる時に人間
を呼び出すための通知である。5aと 5bの違いについて、5aはタスク解決が人間の主体的
な一操作で完結する時で、5bは一動作で完結せず追加の操作や時間の経過が必要な時の
通知とした。6.異常通知は、コンピュータ・デバイス内でエラーが発生した時の通知であ
る。7.ユーザタスク通知は、ユーザが独自に設定し、他の通知種に当てはまらない時の通
知である。8.緊急通知は、ユーザの生命・財産に害がある時の緊急性の高い通知である。
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ID 通知種類 タスクとの関係 タ ス ク
に か か
る時間

NAモデル (IRC) 緊急度

1 現状認識通知 直接タスクと関係ない 無 Information Exhibit(101)
→ Ambient Media(001)

無

2 動作・状態変化通知 タスク変更・タスク解決後
の通知

無 Information Exhibit(101)
→ Ambient Media(001)

無

3 動作終了通知 既存タスク解決後、新規で
人間が行うタスクが発生

短 Alarm(110) → Indica-
tor(010)

無

4 呼び出し通知 新規で人間が行うタスクが
発生

短 Alarm(110) → Indica-
tor(010)

無

5a 許容値外通知 a 新規で人間が行うタスクが
発生

短 Alarm(110) → Indica-
tor(010)

無-低

5b 許容値外通知 b 新規の異常状態タスク発生 長 Critical Activity Moni-
tor(111)

低

6 異常通知 新規の異常状態タスク発生 長 Critical Activity Moni-
tor(111)

中

7 ユーザタスク通知 新規のユーザ設定タスク発
生

短-長 全て 無-高

8 緊急通知 新規の緊急状態タスク発生 長 Critical Activity Moni-
tor(111)

高

表 2.6: 通知の分類

　次に、応答の分類について説明する。A.暗黙応答とは、人間の無意識的な行動であり
通知を認識した直後に通知デバイスを見たり、デバイスに近寄ったりするような応答であ
る。B.明示応答とは、過去の経験と学習によって獲得したルールによる意識的な行動で、
暗黙応答の後に何かしらのデバイスの操作をする応答である。通知が行われたデバイスに
移動し、そのデバイスに接触して操作をする応答を特に B1.現場応答と呼ぶ。C.手続き
応答とは、目的達成に向けて状況を判断する必要のある行動で、暗黙応答、明示応答の後
に行われる高度な作業を伴う応答である。窓を開け、時間をかけて部屋の温度が下がった
ことを温度センサに検知させたり、故障したデバイスを修理したりするといった、デバイ
スの状態やユーザの身の回りの環境を正常に戻す応答を特にC1.復帰応答と呼ぶ。他に、
照明が点滅したらリビングで食事ができたことを表すといった事前のルールが必要な通
知や、持ち物に事前に電子タグをつけて玄関で忘れ物をチェックする通知、火災報知や防
犯警報といった通知など、実現したい通知によって複雑な手順を踏む通知に対する応答を
C2.サービス依存応答と呼ぶ。
　そして、通知と応答の対応関係をユースケースと共にマトリックスで記述したものを図
2.6に示す。行の並びは重要度順に並んだ通知である。上から下にかけて重要度が高くな
る。3列目から 5列目の列の並びは応答の積み重なりを表す。左から右にかけて、応答の
早い順となる。
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図 2.6: 通知と応答のマトリックス

　図 2.6中にはそれぞれの通知種に対応する応答種があるが、通知の重要度が高くなれ
ばなるほど応答の積み重なりも増えていく。このような対応関係は、表 2.2の自動化にお
けるタスクとの関係、図 2.5のNAモデルの情報処理プロセス、及び通知の緊急度を元に
して、開発者が通知種を判断しやすいようにバランスを取って設計した。順を追って対応
関係を説明する。
　 1.現状認識通知は、人間が行うべきタスクを提示するわけではないので反応する必要
がない (R=0)が、その情報自体は今後の意思決定に役立つ (IRC=101 → 001)。従って、
NAモデル (Information Exhibit→ Ambient Media)より応答については重要視しなくて
も良いため、暗黙応答のみをセンシングする。2.動作・状態変化通知は、タスク変更・タ
スク解決後の通知を行うため、反応する必要はない (R=0)。コンピュータが行ったタスク
の認識のため 1より重要度が高いが、タスクを担うわけではない。そのため、NAモデル
は 1同様 (Information Exhibit→ Ambient Media)とし、暗黙応答のみをセンシングする。
なお、1と 2が (IRC=101 → 001)やNAモデル (Information Exhibit→ Ambient Media)

のように矢印が付くのは、人間の慣れによって中断 (Interruption)が起こりにくくなるた
めである。
　 3.動作終了通知は、人間が設定した既存タスク解決後に新規で人間が行うタスクが発
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生する。そのため、NAモデルは反応が必要である (R=1)が、タスクを行うべき場所で簡
単な行動をすればタスクは終わるので、タスクへの深い理解は必要ない (C=0)。従って、
NAモデル (Alarm → Indicator)より応答は暗黙応答を行った後、タスクを行ったかどう
かの明示応答について判定を行う。この時の応答は通知が発生した場所で短時間のタスク
を解決することから、現場応答という名前とする。4.呼び出し通知は、人間の予期が難し
いタイミングに起こる新規のタスクが発生する。他の考慮点は 3と同じで、応答種は現場
応答である。4の方がタスクの移譲が難しいため、重要度を高くした。5a.許容値外通知
aは、新規のタスクが発生する。この場合は 3や 4と比べてコンピュータが許す正常値を
上回ったり下回ったりするが、人間に危害がほとんど無いタスク発生の通知である。これ
も人間に一度操作をして状態を回復できるため、応答種は現場応答である。なお、1や 2

と同様、3・4・5も慣れが発生し中断 (Interruption)が起こりにくくなるので、(IRC=110

→ 010)やNAモデル (Alarm → Indicator)のように矢印が付く。
　 5b.許容値外通知 bは、5aに比べて緊急度が高くタスクに時間を要する時の通知であ
る。コンピュータが許す正常値を大きく上回ったり下回ったりする場合を想定し、その回
復に時間がかかるため、暗黙応答、明示応答の後にタスクが解決されたかチェックするた
めの手続き応答を必要とする。日常生活であまり起こらないことを考慮し、中断に慣れの
ない IRC=111で、NA モデルはCritical Activity Monitorとなる。6.異常通知は、デバイ
スが強制終了したり故障してしまった時のための通知である。その影響は通常の動作が出
来ない分、5bより重要度が高い。5bと 6はその異常を復帰するタスクが生まれ、対応に
時間がかかるので応答は 3段階で、3段階目の手続き応答を復帰応答という名前とする。
　先に 8を説明する。8.緊急通知は、人体や財産に危機が迫っているため、最も重要度が
高い通知とした。人間は臨機応変に対応をする必要があるので、応答はいくつか手順を踏
むと考え、応答の積み重なりを 3段とした。このように応答はとっさの動作であり、タス
クに依存して人間の応答が大きく変動すると考え、サービス依存応答という名前とする。
　それでは 7を説明する。7.ユーザタスク通知は、ユーザが自由に通知応答を決めること
ができる時の通知である。目覚ましで起きた後に確実に家を出るまでを応答とするような
サービスを考えると、その応答パターンはこれまでのものでは対応できない。そのため、
8と同様サービス依存応答となる。ただし、緊急通知という直感的に重要だとわかるもの
を最高の重要度にしたかったため、8のひとつ下の通知を 7のユーザタスク通知とした。
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第3章 双方向通知応答基盤の提案

3.1 双方向通知応答基盤の動作の流れ
　本研究では「双方向通知応答基盤: Interactive Notification-Response(INR) platform」

を提案・実現し、住環境とユーザの自然な双方向性の情報のやり取りをするという目標を
達成する。双方向通知応答基盤の全体の動作の流れを図 3.1に示し、順を追って説明する。
1.ユーザはアプリケーションに通知を設定する。2.アプリケーションは双方向通知応答基
盤に通知要求を出す。3.双方向通知応答基盤は受け取った通知要求を元に、ホームネット
ワーク上の家電機器に通知命令を送る。4.家電機器は通知命令を受け取ると、ブザー音・
音声案内・視覚的シグナルといった通知を出す。5.ユーザは通知を認識し、通知に従った
行動を起こす。6.センサはユーザの行動を応答として様々なセンサを用いてセンシングす
る。7.双方向通知応答基盤はセンサから応答情報を受けとり、内部でアプリケーションの
通知要求に対して正しい応答であるかを判断する。8.双方向通知応答基盤は通知の成否を
アプリケーションに返答する。なお、複数回通知をする場合、及びユーザが複数の応答を
する場合があるため、一度の通知要求において 3,4の情報の流れ、及び 5,6,7の情報の流
れが複数回発生する場合がある。

図 3.1: 双方向通知応答基盤の動作の流れ
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3.2 物理空間を情報処理するためのコンテキストアウェアな
基盤

いつ、どのデバイスが、どんな方法で、どのユーザに通知し応答を取得すべきかは、ユー
ザ・デバイス・ユーザ周りの環境といった幅広いコンテキストから総合的に判断するべき
である。3.2節では双方向通知応答基盤がどのようにコンテキストを処理し、目標を達成
するのかを提示する。
　 Pereraらは、コンテキストアウェアな情報処理をするために、獲得、モデリング、理
論・推論、配信という 4要素によるコンテキストライフサイクルを定義した [24]。まず獲
得部では、物理または仮想センサによる様々な情報を得る。次にモデリング部では、獲得
部で得られる情報を意味のある表現形式にする。また理論・推論部では、低レベルの生
センサデータを高レベルのコンテキスト情報に変換する機能を持つ。そして配信部では、
ユーザが必要とする低レベル・高レベルどちらの情報も提供する機能を持つ。以上のよう
に、コンテキスト情報を要素別で管理する方法は、効率的かつ効果的なコンテキストア
ウェアのシステムの構築に役立つ。
　 Chenらの研究 [25]では、コンテキスト共有モデルの維持及び管理ができる Context

Brokerを導入したCoBrA(Context Broker Architecture)を提案した。Context Brokerは、
(i)多種の情報源からコンテキストを獲得し、推論を通してコンテキスト全体の一貫性を
維持する、(ii)オントロジー、エージェント及びプロトコル間の通信によりアーキテクチャ
内に分散する機能がコンテキスト知識を共有できるようにする、(iii)重要な個人情報を
アーキテクチャ内の機能と共有しながら、ユーザ定義のポリシーを設定・運用することで、
ユーザのプライバシーを保護する、という以上 3つの責務を果たす。Context Brokerを適
用した研究として、HervasらのCOIVA[26]がある。アーキテクチャのコア部分にContext

Brokerを配置し、OWLで構築したユーザ・環境・デバイス・サービスのオントロジモデ
ルや、問い合わせ言語 SPARQLによるコンテキスト推測エンジンといった機能との仲介
の役割を果たした。これにより、様々なサービスに対して統合的なコンテキストによる情
報提示ができるようになった。
　本研究では Pereraのコンテキストライフサイクルを構成する 4大要素と、Chenらの
Context Brokerを双方向通知応答基盤に取り入れ、ユーザを取り巻く環境を情報処理す
る。図 3.2は双方向通知応答基盤の全体像である。中央にContext Broker(図 3.2中では単
にBrokerと書かれた部分)を配置しており、Distribution API・Context Manager・Device
Managerといった全体の機能との仲介をする。
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図 3.2: 双方向通知応答基盤の全体像

コンテキストアウェアな 4要素を含んだ双方向通知応答基盤の全体像を図 3.3に示す。
図の上部がコンテキストの配信、中央部分がコンテキストのモデリング、中央右部分がコ
ンテキストの理論・推論、中央左及び下部がコンテキストの獲得とそれぞれ対応してい
る。Brokerの内、Interpreterは 4要素それぞれの情報の橋渡しの役割を果たす。配信部
のDistribution APIはApplicationに対して双方向通知応答基盤に接続するためのインタ
フェースを提供する。理論・推論部について、Reasoning Engineでは問い合わせ文や知
識を生成するためのルールを管理し、State Machine Managerは実時間に合わせたデバ
イスや人間の状態遷移を管理し通知の成否を判断する。モデリング部 (Context Manager)

では、Context Modelで表現したデータ形式のResourceに対して推論を行うことでデー
タを引き出したり、新しいデータを作ったりする。獲得部について、Device Managerは
Bridgeに対してDeviceで通知するための命令を出したり、Bridgeを介してDeviceから応
答を獲得したりするための管理機能を持つ。
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図 3.3: コンテキストアウェアな 4要素で区切った双方向通知応答基盤の全体像

本章では 3.3節で獲得部、3.4節でモデリング部、3.5節で理論・推論部、3.6節で配信
部について詳細を説明する。

3.3 コンテキストの獲得
　物理センサによって獲得すべき情報は、ユーザのGPS位置情報・デバイスの稼動状

態情報・応答用のセンサ情報など様々であるが、本研究ではユーザが屋内に居ることを
想定し、スマートハウス内の家電機器制御を果たす共通のプロトコルであるEchonet Lite

によりコンテキストの獲得を行う。Phamらの研究 [27]では、Echonet Liteの仕様書に
合わせたオントロジモデルを提案し、Echonet Lite Adaptation Layerによって実デバイ
スとRDFフォーマットのリソース形式との通信を可能にした。本研究上では家電機器が
Echonet Liteに対応していることを想定しており、Github上にある Phamらの Echonet

Lite Adaptation Layer[28]を活用した実装を行う。しかし、コンテキスト獲得時に用いる
オントロジは OWLフォーマットで統一してあれば相互運用が可能であるため、位置情
報や家屋情報などをOWLフォーマットで別途定義したり、既存のオントロジを活用する
こともできる。例えば、IoTプラットフォームの oneM2Mで定義されたリソースをOWL

フォーマットとして記述したThe oneM2M Base Ontology[29]があるが、これに対応した
デバイスのリソース表現も可能である。
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3.4 コンテキストのオントロジモデル
双方向通知応答基盤におけるユーザとデバイス周辺の環境についてのコンテキストを

OWLで書き表す。図 3.4はビジュアルエディタWebVOWL[30]上でコンテキストを表す
OWLを表示したものである。User・Service・Device・Environmentで分けた 4つの区分
に従って、それぞれのクラスを説明する。

3.4.1 User区分

Userは双方向通知応答基盤を使用するユーザを表し、目的語としてApp・Goal・Task・
Environmentを持つ。Userは双方向通知応答基盤を用いるアプリケーションを使用し (use-

App)、双方向通知応答基盤を通して達成したい目標を持ち (aim)、達成に必要なタスク
に関わり (InvolvedIn)、いつも室内外いずれかの環境に属している (locatedIn)ことをそ
れぞれ示す。Goalは人間が規定する目標を表し、目的語として Linker・Genre・Trigger・
AimObject・Device・Taskを持つ。Goalは双方向通知応答基盤が管理する通知と応答の関
連付けと結びつき (hasLinker)、通知のタイプ・通知の開始条件・通知の発生デバイス・ユー
ザが解決すべきタスク (hasGenre・hasTrigger・hasAimObject・hasTask)を持つ。Genre

はタスク生成時に必要な通知のタイプ情報を持つ。Triggerは通知の開始タイミングを知
るための情報を持つ。AimObjectは通知が発生するデバイス情報を持つ。Taskは目標達
成するために必要な人間の動作一つ一つを表現し、目的語としてDeviceを持つ。Taskは
応答するためにデバイスを使用する (useDevice)。

3.4.2 Platform区分

Appは双方向通知応答基盤を使用する開発者でない一般ユーザが使うアプリケーショ
ンを表し、目的語に双方向通知応答基盤Platform・Goalを持つ。Appは双方向通知応答
基盤に依存し (useINR)、目標を実現する (realize)。INRPlatformは双方向通知応答基盤
全体を表し、目的語として Linkerを持つ。INRPlatformは通知と応答を関連付ける機能
を管理する (manage)。Linkerは通知に対する応答がどんなものであるかを結び付きを表
し、目的語としてNotification・Responseを持つ。Linkerは通知と応答がどんなものがあ
るかという情報を持つ (hasNotification・hasResponse)。Notificationと Responseは通知
と応答を表し、目的語としてDeviceを持つ。NotificationとResponseはデバイスを操作
して (control)通知と応答を行う。

3.4.3 Device区分

DeviceはEchonetLiteのオブジェクトを参考にしたデバイス群を表し、目的語にEnvi-

ronmentを持つ。Deviceは住環境に属している (locatedIn)。EchonetLiteのOWLによる
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図 3.4: 双方向通知応答基盤のコンテキストモデル
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記述は Phamらの Echonet Lite Adaptation Layer[28]をインポートしている。

3.4.4 Environment区分

Environmentは住環境を表し、目的語に Zoneを持つ。Environmentは属する場所を
持つ (hasZone)。このオントロジ内の Zoneは、スマートホーム環境をOWLで記述した
The SEAS Building Ontology[31]の Zone及び下位クラスをインポートしている。SEAS

Building Ontologyでは建物、部屋、物理環境といった情報を扱っている。

3.5 コンテキストの推論
本研究ではOWLで記述した概念を個体記述するためにRDFを用いているため推論が

可能である。これによって情報同士の関係を理解している人間がルールを与え、新たな
データを得ることができる。本研究ではOWLフォーマットを解釈し、リソース情報を蓄
積・変更・削除などができる Javaのオープンフレームワーク Jena[32]を用いる。Jenaの
持つ推論エンジンにおいては、(前提条件 1),(前提条件 2),…→ (結論 1),(結論 2),…といっ
た形で新たなデータの獲得ができる。なお、本来は「inr:Goal」のように、どのOWLに
よる概念かを示すプレフィックス部が必要であるが、本論文では見やすさのために省略し
てある。State Machine Managerにあたる状態遷移部については、4章で説明する。

3.5.1 タスクの推論

ある通知に対する行うべき行動の目標を与えられたら、そこから人間が行うタスクを推
論する。リスト 3.1のルールでは、目標の 3つの要素 (ジャンル、通知開始条件、通知デ
バイス)から細かいタスクを生み出す。タスクはそれぞれ使うデバイスが違う。

1 (Goal hasGenre Xgenre)

2 (Goal hasTrigger XTrigger)

3 (Goal hasAimObject XAimObject)

4 ->

5 (Goal hasTask XTask1)

6 (XTask1 useDevice XDevice1)

7 (Goal hasTask XTask2)

8 (XTask2 useDevice XDevice2)

9 (Goal hasTask XTask3)

10 (XTask3 useDevice XDevice3)

リスト 3.1: タスクの推論タスクの推論 (プレフィックスは省略)
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3.5.2 通知と応答の推論

ある通知に対する目標とそれぞれのタスクに使用するデバイスを与えられたら、そこか
ら通知と応答を結びつける推論をする。リスト 3.2のルールでは、目標の 3つの要素 (ジャ
ンル、通知開始条件、通知デバイス)及びタスクに使用するデバイスから通知と応答に関
するデバイスの知識を生み出す。

1 (Goal hasGenre Xgenre)

2 (Goal hasTrigger XTrigger)

3 (Goal hasAimObject XAimObject)

4 (Goal hasTask XTask1)

5 (XTask1 useDevice XDevice1)

6 (Goal hasTask XTask2)

7 (XTask2 useDevice XDevice2)

8 ->

9 (Goal hasLinker XLinker)

10 (Xlinker hasNotification XNotification1)

11 (XNotification1 control XAimObject)

12 (Xlinker hasResponse XResponse1)

13 (XResponse1 control XDevice1)

14 (XResponse2 control XDevice2)

リスト 3.2: 通知と応答の推論 (プレフィックスは省略)

3.6 コンテキストの配信
　コンテキストの配信について、応答後の結果を基盤が出版 (publish)し、アプリケー

ションはAPIを介して応答成否を購読 (subscribe)する出版-購読型モデルとなる。
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第4章 双方向通知応答基盤の実装

本章では双方向通知応答基盤の実装方法について記述する。

4.1 実装の概要
双方向通知応答基盤の開発は Javaを使い、知識の概念記述にはOWL、個体記述には

RDFを用いる。また、実デバイスを直接用いるためにEchowand[33]、知識表現をプログ
ラムで扱うためのライブラリApache Jena[32]を用いる。
　双方向通知応答基盤の大まかな流れは次のようになる。

1. ユーザがアプリケーションを用いて設定した通知のタイプ・通知の開始条件・通知
の発生デバイスから推論を行い、タスク及び通知と応答のデバイスを決定する。

2. 通知の開始条件を満たし、通知を開始する。

3. ユーザの行動をセンシングし、通知に対する応答か確かめる。

4. 応答の成否に基づいてアプリケーションに通知成否を返答する。

　リスト 2番目の開始条件については、アプリケーション使用ユーザが屋内外のどこに位
置するかを定期的にセンシングしておき、屋内で通知デバイスに近い部屋にいるなら通知
デバイス直近のセンサを用いる。一方屋外であったり通知デバイスから離れた部屋であれ
ばスマートフォンに通知を行い、通知に対するアクション (通知バーで通知内容をタッチ
して確認)を応答とする。

4.2 通知と応答の各種パターンの実装

4.2.1 現状認識通知及び動作・状態変化通知

現状認識通知及び動作・状態変化通知は新しいタスクが発生するわけではないので、重
要性が低い。そのため、暗黙応答を取得するに留める。暗黙応答は視線移動・身体方向の
変更などが考えられるが、本研究では身体の移動のみをセンシングする。例えば、現状認
識通知として時計の時報通知があった時は、時計を確認するために接近する場合のみをセ
ンシングする。他に、動作・状態変化通知として給湯器リモコンが操作優先権変更を通知
する場合も、暗黙応答として台所パネルへの接近のみをセンシングする。

24



4.2.2 動作終了通知、呼び出し通知、許容値外通知 a

動作終了通知、呼び出し通知、許容値外通知 aの場合は、ユーザが通知デバイスに接近
し新しいタスクを行う明示的な応答をセンシングする。接近したその場で操作を一度行
えば新規タスク実行が完了するため、ユーザは暗黙応答の他に通知デバイスに付属する
センサで現場応答を一度行う。例えば動作終了通知として炊飯器のご飯が炊けた通知の場
合は、暗黙応答として接近をセンシングし、その後に炊飯器を開けたかどうかを現場応答
としてセンシングする。これによってご飯をかき混ぜるというタスクを実行したか判断す
る。また、呼び出し通知の玄関ドアが開けっ放しの時の通知であれば、暗黙応答判断の後
に扉を閉めたかどうかを現場応答としてセンシングする。他に許容値外通知 aの給湯タン
クの湯が少ないという通知であれば、暗黙応答判断の後に湯だめボタンを押したかどうか
を現場応答とする。

4.2.3 許容値外通知b、異常通知

許容値外通知 b、異常通知の場合は、暗黙応答、現場応答の後に手続き応答を行う。こ
れら２つの通知の場合は、許容値外である状態及び異常な状態を元に戻す復帰応答をする
ことになる。例えば許容値外通知として部屋温度が上限を超えたことを温度計が通知した
場合、暗黙応答の後に窓を開ける明示的な応答を行う。しかし、温度が許容内でなければ
ならないので、時間が経過し適温になったら復帰応答完了とみなす。他に冷蔵庫の機能が
故障した場合、暗黙応答の後に冷蔵庫の故障に気づき電源を切るのが明示的な応答とな
る。しかし、タスクとしては冷蔵庫の機能の復帰が重要なので、電源を再び付けたときに
故障状態が直っていてようやく復帰応答完了となる。

4.2.4 ユーザタスク通知

ユーザタスク通知はこれまでのパターンに当てはまらない、複雑な応答をユーザが定
義する場合の通知である。例えば目覚まし時計のアラートを考えた時、呼び出し通知でア
ラームを止める現場応答をしたらタスク完了とすれば良いとする場合と、手続き応答と
して部屋の外まで出るまでを応答としたいと考える場合がある。後者の場合、ユーザの意
図を開発者が予めルールとして記述し、応答取得のためのセンサも用意する必要がある。
このようにユーザの目標が設定次第で変わる場合をサービス依存応答として対応する。

4.2.5 緊急通知

緊急通知はユーザやユーザの財産に危険がある場合の通知である。例えば有毒ガスを
検知した場合は、通知している場所に行く必要はなく、速やかに家の外に避難するか消防
署に電話で連絡すべきである。このように、ユーザタスク通知と同じように複雑な応答を
ユーザが定義する必要がある。
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4.3 双方向通知応答基盤APIの提供
　本研究では通知及び応答デバイスを予め準備した状態で、ユーザはAPIを通じて双

方向通知応答基盤を利用する。APIの入力は {通知のタイプ, 通知の開始条件, 通知の発
生デバイス }となる。一方APIの出力は {暗黙応答、明示応答、手続き応答 }のそれぞれ
の成否 (trueか false)となる。

4.4 プログラム上の実装
　今回の実装における開発環境は以下の通りである。

• OS：Ubuntu18.04LTS 64bit

• メモリ : 15.4GiB

• プロセッサ : Intel Core i7-3770K CPU @ 3.50GHz × 8

• 開発言語：Java 11 OpenJDK

• 統合開発環境：Eclipse Photon Release (4.8.0)

　双方向通知応答基盤の全体のクラスの関係はUMLを用いたクラス図 4.1となる。図の
赤い部分がデバイス系、黄色の部分がリソース系、青色の部分が推論系・状態遷移系とな
る。デバイス系とリソース系、リソース系と状態遷移系はListenerクラスやEventクラス
を通じて通信を行う。
　デバイス系は Echonet Lite実デバイスの発見・通信や、デバイスオブジェクトの管理
を行う部分である。DeviceManagerクラスはホームネットワーク内の IPノードを探し、
EchonetLiteNodeインスタンスとして管理する。EchonetLiteNodeクラスではEchonet Lite

の仕様に従って、IPノードの先にある実デバイスのオブジェクト情報を特定し、eDataOb-

jectのサブクラスをインスタンス化して管理する。eDataObjectのサブクラスとして、例
えば人間が近づいたかどうか判断する接近センサを表す eHumanDetectionSensorがある。
　リソース系はRDFフォーマットに従ったデータの操作を行う部分である。ResourceM-

anagerクラスは初期設定や推論によって RDFBaseClassのサブクラスをインスタンス化
する。ただし、インスタンス化はRDFClassFactoryクラスを通して行う。RDFBaseClass

とRDFDeviceはアブストラクトクラスであり、インスタンス化するのは最下段のサブク
ラスとなる。例えば接近センサをRDF形式で表現するRDFHumanDetectionSensorがあ
る。
　推論系はLogicクラスに当たり、ResourceManagerクラスを通して推論する機能がある。
必要であればRDFClassFactoryクラスを通して新しい情報をRDF形式で表現する。
　状態遷移系はデバイスやユーザの状態の遷移を管理し、それらの状態から通知に対する
応答が適切に行われたか判断する。StateManagerクラスはある通知要求に対する応答成
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否に関わる全ての状態 (ユーザ、デバイスなど)を管理する。個別の状態遷移はBaseState-

Classのサブクラスをインスタンス化し管理する。例えば、接近センサの状態遷移を管理
する SHumanDetectionSensorクラスと、その補助クラスの SHumanDetectionSensorCon-

textクラスがある。

図 4.1: 双方向通知応答基盤の全体のクラス図

　 eDataObject、RDFBaseClass、BaseStateClassそれぞれのサブクラスをインスタン
ス化したオブジェクト同士はListenerクラス及びEventクラスで通信し合うことができる
設計とした。デバイスの状態変更を読み取ったら、デバイス系→リソース系→状態遷移系
という順番で情報を送る。また、通知すべきタイミングが状態遷移で発生した時は、状態
遷移系→リソース系→デバイス系という順番で情報を送る。これによって、常にリソース
系の情報を最新に保つことができる。
　なお、実行例は付録Bにて説明する。
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第5章 双方向通知応答基盤の評価

本論文では双方向通知応答基盤で取り扱える通知を家電機器から調査し、幅広い家電
製品に対して通知及び通知に対する応答が可能であることを示す。なお、ここで取り上
げる家電機器はホームネットワークにつながり、通知及び応答の結果が検知可能であると
する。

5.1 評価方法
評価は既存の家電機器から通知機能を調べ、図 2.6のように通知と応答の対応関係と結

びつくか判断する。既存の家電機器は 2つの視点から調査する。1つ目は、最新の家電機
器製品のラインナップから通知機能を割り出し、通知と応答が対応しているかを判断す
る。2つ目は、製品安全情報 [34, 35]の電子機器の事故事例において、事故に至るまでの
現象を分析する。そして、事故を未然に防止または事故後の事後対応を即座に行うため
に、事故の発生する可能性のある製品における通知と応答の組み合わせを検討する。

5.2 最新の家電機器製品について
最新の家電機器製品の情報は、家電メーカ各社が公開している製品の取扱説明書から入

手した。取扱説明書から通知が可能な機能を抽出し、その応答を検討した結果をA.2節の
表A.2に示す。なお、異常通知の引き金となる機械故障についてはほとんどの電子機器で
共通して起こるため、検討の対象外とした。
　今回調査を行った 23例の通知について、全て応答を当てはめることが出来た。

5.3 事故事例のある家電機器製品について
門田らの研究 [36]では家電機器の製品事故から発生メカニズムを整理し、潜在的なリス

クを明らかにした。製品安全事故発生メカニズムは次の 3ステップモデルで表現できる。
第 1ステップは、製造不良・誤使用・設計構造不良といった深層要因である。第 2ステッ
プは絶縁体・部品・トラッキング断線・汚染といった所に不良がある信頼性要因である。
第 3ステップは個体絶縁破壊・電池欠陥・接触抵抗不良といった直結要因である。こうし
たプロセスを辿り、最終現象として発火・発煙が起こる。
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　今回は 3ステップで起こる事故要因について、製品に新しく通知を当てて最終現象が
起こる前に事故の前兆を伝えることが可能かを調査する。通知に対する応答も検討をし、
A.3節の表A.3に示す。表A.3の「事故経過と通知のタイミング」の列では、事例から推
測できる事故経緯を記述し、その経路のうちで通知できるタイミングを○印で示した。
　今回調査を行った 74の事故事例に対して、69例について通知及び通知に対する応答を
当てはめることが出来た。また、24例については最終現象が起こる前までに通知ができ
ることがわかった。
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第6章 双方向通知応答基盤の考察

前章で行った双方向通知応答基盤の評価を踏まえ、考察を行う。以下文章では最新の家
電機器製品の調査をA、事故事例から調査した製品の調査をBと呼ぶ。
　 2.3節で提案した通知と応答の組み合わせ (図 2.6を参照)について、AとBからモデル
化が適切かを考察する。Aについて、23例中 20例の通知に対する応答は複雑な復帰応答
やサービス依存応答ではなく、単純な暗黙応答もしくは現場応答となった。残りの例につ
いても復帰応答に該当し、ユーザが指定しなければならないユーザタスク通知/サービス
依存応答の例はない。このように、通常動作する家電製品の通知と応答の組み合わせを限
定された種類に単純化出来たと言える。また、Bについて事故事例の 74例中 69例は通知
と応答が可能であり、45例は緊急通知/サービス依存応答であった一方、24例については
それ以外の通知と応答に分類できた。このように、事故を防ぐという面において通知の多
様性があるモデルと言える。
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第7章 今後の課題

本研究で判明した課題について論ずる。

7.1 暗黙応答への幅広い対応
本研究では人間が暗黙応答としてセンシングが容易なデバイスに近づく場合のみを考

えたが、より正確な人間の行動把握には目線や体全体の向きなども考慮する必要がある。

7.2 人間の行動・状態把握への対応
家電機器の通知は家族の不特定の人物に行うが、その通知が不適切になる場合がある。

例えば、小さな子供にとって炊飯器は熱い水蒸気が出て危ないと判断した時、子供が炊飯
器のそばにいる時に炊き上がりの通知をするのは不適切である。このような複雑な条件に
対応するためには、個人を識別し適切なタイミングで通知をするという事前設定が必要で
ある。以上のように、人間の行動を常に把握する仕組みは人間とコンピュータのより自然
なやり取りのために必要であるが、本研究では通知が発生してから応答が終わるまでの行
動把握に留まる。ホームオートメーションを考える時は、今回の通知というインタフェー
スの研究を含め、様々な状況下における人間の行動・状態把握のメカニズムが必要である。
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第8章 まとめ

本研究では、住環境 (を管理するコンピュータ)とユーザが自然な情報のやり取りがで
きる双方向通知応答基盤を提案・実装した。まず、ホームネットワークに関連する技術か
ら通知と応答の結びつきを考案した。次に、実デバイス・周辺環境・ユーザなどを表現し
たオントロジモデルによるコンテキストから、通知応答の推論が可能な双方向通知応答基
盤を提案し、実装方法を示した。そして、双方向通知応答基盤で用いている通知と応答の
結びつきのモデルについて、様々な家電機器に当てはまるか調査し、モデルは多様な通知
と応答の組み合わせを単純な形で示したものであると結論づけた。
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付 録A 製品調査

A.1 Echonet Lite機器およびoneM2M機器に基づく家電
機器の既存製品調査

表 A.1: Echonet Lite機器および oneM2M機器に基づく家電機器の既存製品調査

ID クラス メーカ 製品名 通知場所 通 知 ト リ
ガー

通知方法 通知デバイ
ス

通知 応答 応答デバイ
ス

1 電 気 温 水
器 ク ラ ス
0x6B、瞬
間 式 給 湯
器 ク ラ ス
0x72

三菱 ヒートポン
プ給湯器

台所・浴室 「優先」ボタ
ンを押す

報知音、音声
ガイダンス

浴室パネル
台所パネル

動作変化 暗黙 位置センサ

2 給湯温度を
60 度にする

報知音、音声
ガイダンス

浴室パネル
台所パネル

許容値外 現場 位置センサ
ボタン

3 タンクのお
湯が少なく
なる

報知音 浴室パネル
台所パネル

許容値外 現場 位置センサ
ボタン

4 一日の蛇口
/シャワー使
用量が目標
湯量を超え
る

報知音・アナ
ウンス

浴室パネル
台所パネル

タスク サービス依
存:使用量を
今後減らす

位置センサ
ボタン 内部
センサ

5 「通話」ボタ
ンを押す

呼出音・ラン
プ

浴室パネル
台所パネル

呼び出し 現場 位置センサ
ボタン マイ
ク

6 オーブンレ
ンジクラス
0xB8

東芝 過熱水蒸気
オーブンレ
ンジ

居間 過熱終了 ブザー 3 回 レンジ 動作終了 現場 位置センサ
扉センサ ボ
タン

7 トーストを
裏返す時

ブザー 5 回 レンジ 呼び出し 現場 位置センサ
扉センサ ボ
タン

8 余熱終了 ブザー 5 回 レンジ 呼び出し 現場 位置センサ
扉センサ ボ
タン

9 異常発生 ブザー 7 回 レンジ 異常 復帰 位 置 セ ン
サ 電圧セ
ンサ (電源
OFF) 電
話

10 水補給が必
要な時

ブザー 7 回 レンジ 許容値外 復帰 位置センサ
水位センサ

11 扉がしっか
り閉まって
いない時

ブザー 5 回 レンジ 呼び出し 現場 位置センサ
扉センサ ボ
タン

12 家庭用エア
コンクラス
0x30

ダイキン ルームエア
コン

居間 寝室 な
ど

冷房運転中
に屋外温度
が設定温度
より低くなっ
た時

音声ガイダ
ンス

エアコン タスク サービス依
存:窓を開け
る

位置センサ
窓開閉セン
サ ボタン
(エアコン)
温度センサ

13 快適自動運
転中に設定
を変更後、
30 分・1 時
間経つ

音声ガイダ
ンス

エアコン 動作・状態変
化

暗黙 位置センサ

14 留守エコ設
定で設定時
刻になり、か
つ人がいな
い時

音声ガイダ
ンス

エアコン 動作・状態変
化

応答必要な
し

-

15 電気錠クラ
ス 0x6F

Panasonic 電気錠操作
ユニット

リビング ドアを開け
た時

開戸報知音
が 2 回

操作ユニッ
ト

動作・状態変
化

暗黙 位置センサ

table continued on next page
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ID クラス メーカ 製品名 通知場所 通 知 ト リ
ガー

通知方法 通知デバイ
ス

通知 応答 応答デバイ
ス

16 ドアをこじ
開けた時、ド
アとドア枠
の隙間が大
きい時、警戒
モードでサ
ムターンや
キーで開け
た時

警 報 音
(ピーポー)
が 5 分間

操作ユニッ
ト

緊急 サービス依
存:緊急行動

位置センサ
扉センサ ボ
タン 電話

17 ブザークラ
ス 0xA0　
alermS-
peaker[tone=2]
(theft 防
犯)

Secual スマート防
犯 窓 セ ン
サー

窓 窓センサー
が衝撃を検
知

警報音 ゲートウェ
イ

緊急 サービス依
存:緊急行動

位置センサ
ボタン 電話

18 冷 凍 冷 蔵
庫 ク ラ ス
0xB7、
doorSta-
tus、
deviceRe-
frigerator

Samsung Family
Hub
Multi-
door
Fridge
Freezer

台所 ドアが開けっ
ぱなし

ビープ音 冷蔵庫 呼び出し 現場 位置センサ
扉センサ

19 冷蔵室、冷凍
室が異常な
温度の時

スマホでア
ラーム

スマートフォ
ン (冷蔵庫)

異常 復帰 位 置 セ ン
サ 電圧セ
ンサ (電源
OFF) 電
話

20 一定期間が
過ぎ、水フィ
ルターの交
換が必要

スマホでア
ラーム

スマートフォ
ン (冷蔵庫)

許容値外 復帰 位置センサ
交換時期の
リセット操
作

21 炊飯器クラ
ス 0xBB

Panasonic スチーム IH
ジャー炊飯
器

台所 炊き上がり
時

ブザーが鳴
る

炊飯器 動作終了 現場 位置センサ
開閉センサ
ボタン

22 スマホアプ
リで炊き上
がり時間予
約をしてお
き、予約時間
に近づく

5 分前にス
マホで通知

スマートフォ
ン

現状認識 暗黙 位置センサ

23 洗濯機クラ
ス 0xC5、
衣 類 乾 燥
機 ク ラ ス
0xC6、洗
濯乾燥機ク
ラス 0xD3

Panasonic ドラム式電
気洗濯乾燥
機

脱衣所 洗濯・乾燥終
了

ブザーが鳴
る

洗濯乾燥機 動作終了 現場 位置センサ
開閉センサ
ボタン

24 花粉ケア・除
菌消臭コー
ス終了

ブザーが鳴
る (しわが
出来るので
すぐに取り
出す)

洗濯乾燥機 動作終了 現場 位置センサ
開閉センサ
ボタン

25 槽乾燥、槽洗
浄終了

ブザーが鳴
る

洗濯乾燥機 動作終了 現場 位置センサ
ボタン

26 エラー時 ブザーが鳴
る

洗濯乾燥機 異常 復帰 位置センサ
電圧センサ
電話

27 自動投入用
の洗剤が少
ないとき

スマホアプ
リで通知

スマートフォ
ン (洗濯乾
燥機)

許容値外 復帰 位置センサ
開閉センサ
ボタン

28 alermSpeaker[tone=1]
(Fire 火
災 報 知)
smoke-
Sensor

MiJia Honeywell
Smoker
detector

台所 廊下 寝
室 など

煙の検知時 本体と専用
ゲートウェ
イのアラー
ムが鳴る

火災報知器
ゲートウェ
イ

緊急 サービス依
存:緊急対応

位置センサ
扉センサ 電
話センサ ボ
タン

29 故障時 ビープ音が
鳴る

火災報知器 異常 復帰 位置センサ
電圧センサ
電話

30 電池容量が
低下した時

ビープ音が
鳴る

火災報知器 許容値外 復帰 位置センサ
電圧センサ
ボタン

31 TemperatureAlarmA&D アラーム付
き温湿度計

リビング ダ
イニング 寝
室 など

温度・湿度が
上限値・下限
値を超えた
時

ブザー音 温湿度計 許容値外 復帰 位置センサ
開閉センサ
温度センサ
ボタン

32 waterSensor ZIRCON Leak
Alert
WiFi

脱衣所 水漏れの検
知時

アラーム音 水漏れ検知
器

許容値外 復帰 位置センサ
水反応セン
サ ボタン

33 alermSpeaker[tone=4]
(doorbell
ドアベル)

PLANEX SpotCam-
Ring

玄関 本体ボタン
が押される

チャイムス
ピーカーか
ら音が鳴る

ドアホン 呼び出し 現場 位置センサ
ボタン

table continued on next page
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ID クラス メーカ 製品名 通知場所 通 知 ト リ
ガー

通知方法 通知デバイ
ス

通知 応答 応答デバイ
ス

34 本体の電池
が少ない、電
池カバーが
外された、本
体がオフラ
インになっ
た時

メールを送
る

スマートフォ
ン (ドアホ
ン)

許容値外 復帰 位置センサ
ボタン 通信
状態

35 phoneCall Panasonic コードレス
電話機

リビング 電話がかか
る

親機、子機が
鳴る

電話 呼び出し 現場 位置センサ
電話 ボタン

36 留守番セッ
トしている
ときに電話
がかかる

呼び出し音
が 4 回鳴る

電話 呼び出し 現場 位置センサ
ボタン 電話

37 ドアホンの
呼び出しが
押される

呼び出し音 電話 呼び出し 現場 位置センサ
ボタン 電話

38 窓・ドアセン
サーが開閉
を検知

侵入者に対
する警報音

電話 スマー
トフォン

緊急 サービス依
存:緊急対応

位置センサ
ボタン

39 人 感 セ ン
サー付子機
が人を検知

携帯に電話 スマートフォ
ン

緊急 サービス依
存:緊急対応

電話

40 電動ブライ
ンド・日よ
け ク ラ ス
0x60

Brunt Blind En-
gine

リビング 寝
室 など

タイマーの
時間になる

シャッターが
開く

ブラインド 動作・状態変
化

暗黙 位置センサ

41 電動シャッ
タークラス
0x61 電動
雨戸・シャッ
タークラス
0x63

文化シャッ
ター

セレコネク
ト

リビング 寝
室 など

お日様タイ
マー設定・
お好みタイ
マ ー 設 定
(全 開・半
開・換 気・
採光・角度
1-6) をし、
時間になる

設定どおり
の開閉状態
になる

シャッター 動作・状態変
化

暗黙 位置センサ

42 シャッターの
状態が変化
した時

メールを送
る

スマートフォ
ン

動作・状態変
化

暗黙 受信端末操
作

43 定期的にシャ
ッター状態を
通知する

メールを送
る

スマートフォ
ン

現状認識 暗黙 受信端末操
作

44 電動窓クラ
ス 0x65

VEKTIVA smarwi リビング 寝
室 など

タイマーの
時間になる

窓が開く 窓 動作・状態変
化

暗黙 位置センサ

45 一般照明ク
ラス 0x90
など

Philips Hue リビング 寝
室 など

スケジュー
ルを設定し、
時間になる

設定どおり
の照明

照明 タスク サービス依
存:設定どお
りの応答

ex) 目覚ま
し 位置セン
サ

46 リマインド
タイマーを
設定し、時間
になる

設定どおり
の照明

照明 タスク サービス依
存:設定どお
りの応答

ex) 勉強の
時間 位置セ
ンサ 照明の
電圧センサ
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A.2 最新の家電機器製品の調査

表 A.2: 最新の家電機器製品における通知と応答の調査

id メーカ デバイス名 通知トリガ 通知方法 通知デ
バイス

通知種 応答 応答デバイ
ス

url

1 Sharp 液 晶 カ ラ ー
テレビ LC-
70X500

おはようタイマーの設定
時間になる

電源がつき、画面が点灯
しアラームが鳴る

TV 呼び出し 現場 位置センサ
リモコンボ
タン

http://www.sharp.co

.jp/support/aquos/

doc/lc70x500_mn.pdf

?productId=LC-70X

500

2 Sharp 4K レコーダー
4BC20AT3

通知センターによる本機
器及び放送局からの通知
情報が発生 (HDD残量
が少ない・ソフトウェア
の更新・BD ドライブ
のお手入れ必要)

画面左下にメッセージが
ポップする

ディス
プレイ

許容値外 復帰 位置センサ
リモコンボ
タン 本体

http://www.sharp.co

.jp/support/av/dvd

/doc/4bc40_20at3_mn

.pdf?productId=4B

-C20AT3

3 Sharp ファク シ
ミ リ UX-
AF91CL

電話がかかる 親機、子機が鳴る ファク
シミリ

呼び出し 現場 位置センサ
ボタン ファ
クシミリ

http://www.sharp.co

.jp/support/fax/st

ation/doc/uxaf91_mn

.pdf?productId=UX-

AF91CL

4 Sharp ファク シ
ミ リ UX-
AF91CL

留守番セット時に電話が
かかる

親機から設定した回数
の着信音、応答メッセー
ジ、ピーという発信音が
鳴る

ファク
シミリ

呼び出し 現場 位置センサ
ボタン ファ
クシミリ

http://www.sharp.co

.jp/support/fax/st

ation/doc/uxaf91_mn

.pdf?productId=UX-

AF91CL

5 Sharp ファク シ
ミ リ UX-
AF91CL

ドアホンが押される 親機、子機が鳴る ファク
シミリ

呼び出し 現場 位置センサ
ボタン ファ
クシミリ

http://www.sharp.co

.jp/support/fax/st

ation/doc/uxaf91_mn

.pdf?productId=UX-

AF91CL

6 Sharp 空 気 清 浄 機
KIJP100

空気清浄やフィルタ掃除
完了後

音声で完了したことを伝
える

空気清
浄機

動作・状態
変化

暗黙 位置センサ http://www.sharp.co

.jp/support/air_pu

rifier/doc/kijp100_

mn.pdf?productId=K

I-JP100-W

7 Sharp 空 気 清 浄 機
KIJP100

見張り機能中に高温・高
湿または低温・感想になっ
た時

音声で危険を知らせて運
転を切り替える

空気清
浄機

動作・状態
変化

暗黙 位置センサ http://www.sharp.co

.jp/support/air_pu

rifier/doc/kijp100_

mn.pdf?productId=K

I-JP100-W

8 Sharp 洗 濯 機
ESU111

洗濯物が残り３分で取り
出せる

音声で残り時間を伝える 洗濯機 現状認識 暗黙 位置センサ http://www.sharp.

co.jp/support/wash

er/doc/esu111_mn.p

df?productId=ES-

U111#page=1&zoom=a

uto,594,879

9 Sharp 洗 濯 機
ESU111

洗濯・乾燥・ドラム清掃
が終わる

音声で終了を伝える 洗濯機 動作終了 現場 位置センサ
開閉センサ

http://www.sharp.

co.jp/support/wash

er/doc/esu111_mn.p

df?productId=ES-

U111#page=1&zoom=a

uto,594,879

10 Sharp 冷 蔵 庫
SJGX50E

ドアを閉め忘れて 1 分
以上経つ

ブザーが鳴る 冷蔵庫 呼び出し 現場 位置センサ
開閉センサ

http://www.sharp.co

.jp/support/refrig

erator/doc/sjgx50e

_55e_mn.pdf?produc

tId=SJ-GX50E

11 Sharp 冷 蔵 庫
SJGX50E

タイマー冷凍を設定し、
３０分間冷やした後

ブザーが鳴る 冷蔵庫 動作終了 現場 位置センサ
タッチパネ
ル 開閉セン
サ

http://www.sharp.co

.jp/support/refrig

erator/doc/sjgx50e

_55e_mn.pdf?produc

tId=SJ-GX50E

12 Sharp ウォー タ ー
オ ー ブ ン/
電 子 レ ン ジ
AXXW500

加熱が終了した 音声で終了を伝える 電子レ
ンジ

動作終了 現場 位置センサ
開閉センサ

http://www.sharp.co

.jp/support/healsi

o/doc/axxw500_mn.p

df?productId=AX-XW

500

13 Sharp ウォー タ ー
オ ー ブ ン/
電 子 レ ン ジ
AXXW500

予熱が終了した 音声で予熱終了を伝える 電子レ
ンジ

呼び出し 現場 位置センサ
開閉センサ

http://www.sharp.co

.jp/support/healsi

o/doc/axxw500_mn.p

df?productId=AX-XW

500

14 Sharp ホット クック
KNHW24C

加熱が終了した 音声で終了を伝える ホット
クック

動作終了 現場 位置センサ
開閉センサ

http://www.sharp.co

.jp/support/hotcoo

k/doc/knhw24c_mn.

pdf?productId=kn-h

w24c

15 Sharp ホット クック
KNHW24C

加熱を一時中断し、食材
を追加または食材を取り
出す必要がある時

音声で指示を伝える ホット
クック

呼び出し 現場 位置センサ
開閉センサ

http://www.sharp.co

.jp/support/hotcoo

k/doc/knhw24c_mn.

pdf?productId=kn-h

w24c

table continued on next page
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id メーカ デバイス名 通知トリガ 通知方法 通知デ
バイス

通知種 応答 応答デバイ
ス

url

16 Sharp ホット クック
KNHW24C

操作の最後にスタート
キーを押すのを忘れ、時
間が経つ

ブザーが鳴る ホット
クック

呼び出し 現場 位置センサ
ボタン

http://www.sharp.co

.jp/support/hotcoo

k/doc/knhw24c_mn.

pdf?productId=kn-h

w24c

17 Sharp お 茶 メ ー カ
TE-TS56V

茶葉を挽き終わった ブザーが鳴る お 茶
メーカ

動作終了 現場 位置センサ
接触センサ

http://www.sharp.co

.jp/support/ocha/d

oc/tets56v_mn.pdf?

productId=TE-TS56V

18 Sharp お 茶 メ ー カ
TE-TS56V

茶を沸かし終わった ブザーが鳴る お 茶
メーカ

動作終了 現場 位置センサ
接触センサ
ボタン

http://www.sharp.co

.jp/support/ocha/d

oc/tets56v_mn.pdf?

productId=TE-TS56V

19 Sharp ジャー 炊 飯 器
KS-CF05A

ご飯が炊き終わった ブザーが鳴る ジャー
炊飯器

動作終了 現場 位置センサ
開閉センサ

http://www.sharp.co

.jp/support/riceco

oker/doc/kscf05a_m

n.pdf?productId=KS

-CF05A

20 Sharp ペット ケ ア
モ ニ タ ー
HNPC001

ペットの調子が悪いこと
がわかった時

アラート通知を行う スマー
ト フォ
ン

異常 復帰 タップ 位置
センサ

http://www.sharp.

co.jp/support/peth

ealthcare/doc/hn-p

c001_mn.pdf?product

Id=HN-PC001

21 Sharp 布 団 乾 燥 機
UD-AF1

布団などの乾燥・あたた
め・ダニ対策・消臭が終
わった

ブザーが鳴る 布団乾
燥機

動作終了 現場 位置センサ
開閉センサ

http://www.sharp.co

.jp/support/kansou

ki/doc/udaf1_mn.pdf

?productId=UD-AF1

22 Sharp 加 湿 器
HVH75

給水が必要な時 ブザーが鳴り、給水マー
クが点滅する

加湿器 許容値外 復帰 位置センサ
接触センサ
水位センサ

http://www.sharp.co

.jp/support/air_pu

rifier/doc/hvh55_

75_mn.pdf?productId

=HV-H75

23 Sharp 加 湿 器
HVH75

加湿時間の累計が 240
時間を越す

ブザーが鳴り、お手入れ
ランプが点灯する

加湿器 許容値外 復帰 位置センサ
接触センサ

http://www.sharp.co

.jp/support/air_pu

rifier/doc/hvh55_

75_mn.pdf?productId

=HV-H75
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A.3 事故事例のある家電機器製品の調査

表 A.3: 事故事例から調査した製品における通知と応答

id 事例名 機器 原因 対策 事故経路と通
知のタイミン
グ

トリガー 通知と応答の
種類

通知と応答例 url

1 ヘヤードライ
ヤーの本体出
口 部 の 電 源
コードが焦げ
て電源が入ら
ない。

ドライヤー 電源コード付
け 根 部 分 の
損 傷 に よ る
ショート

目視確認 経時劣化→電
子部品故障→
○発火

発煙を検知 緊急通知/サー
ビス依存応答

N:ブ ザ ー
R1:離れる

http://www.

meti.go.jp

/product_s

afety/cons

umer/pdf/c

ode.pdf

2 電気あんかを
足下に置いて
就眠したが、
足に熱を感じ
て取りだして
み る と 火 花
が出ており、
コードの根本
が 焦 げ て い
た。

電気あんか 電源コード付
け 根 部 分 の
損 傷 に よ る
ショート

目視確認 経時劣化→電
子部品故障→
○発火

発煙を検知 緊急通知/サー
ビス依存応答

N:ブ ザ ー
R1:離れる

http://www.

meti.go.jp

/product_s

afety/cons

umer/pdf/c

ode.pdf

3 寝る前の布団
を予め暖める
ために電気毛
布のスイッチ
を入れておい
たところ、し
ばらくして炎
が上がった。コ
ントローラー
付け根のコー
ドが断線して
いた。

電気毛布 電源コード付
け 根 部 分 の
損 傷 に よ る
ショート

目視確認 経時劣化→電
子部品故障→
○発火

発煙を検知 緊急通知/サー
ビス依存応答

N:ブ ザ ー
R1:離れる

http://www.

meti.go.jp

/product_s

afety/cons

umer/pdf/c

ode.pdf

4 洗濯が終了し
たと思い、上
ぶたを開ける
と脱水槽がゆ
っくり回ってい
たが、洗濯物
を取ろうと手
を入れたとこ
ろ、洗濯物が
絡まり、指を
切断した。

洗濯機 ロック機構が
破損

緩い回転であ
っても手を入
れてはいけま
せんロック機
構が故障して
いたり、脱水
槽のブレーキ
の効きが悪く
なっている場
合は、直ちに
使用を中止

設計・構造不良
&○誤使用→
事故

回転中にふた
を開けた

異常通知/復帰
応答

N:ブ ザ ー
R1: [近づく]
R2:ふたを閉
じる R3:電源
を切る

http:

//www.meti

.go.jp/pro

duct_safet

y/consumer

/pdf/senta

kuki.pdf

5 定格容量１５
００Ｗのマル
チタップに７
００Ｗのホッ
トカーペット
と１０００Ｗ
の電気ポット
を同時に使用
していたとこ
ろマルチタッ
プのコード部
から出火した。

マルチタップ マルチタップ
に過度の電流
が通電し、発
生した熱によ
り配線被覆が
溶融し、マル
チタップの配
線内で短絡

マルチタップ
に接続される
それぞれの電
気製品の消費
電力に関する
表示を確認し、
合計する消費
電力がマルチ
タップの定格
容量を超えな
いことを確認

設計・構造不良
→○過負荷→
発火

電流量が制限
値を超えた

許容値外通知/
現場応答

N:ブ ザ ー
R1:近 づ く
R2:電流量を
0 にする (電
源を切る)

http://www.

meti.go.jp

/product_s

afety/cons

umer/pdf/t

up.pdf

6 リビングルー
ム壁際に置い
た観賞魚用水
槽上部から発
火した。

水槽ライト 水槽上部にガ
ラスフタが無
く、飼育水の
飛沫がライト
にかかり、水
槽ライトに付
属の使用中の
サービスコン
セントに水が
溜まったこと
により、コン
セントでトラ
ッキング現象
を起こして発
火した

水槽の近くに
電気機器が置
いてある水槽
にあっては、フ
タを取り付け
るなどして飛
沫が飛び散る
のを防ぎまし
ょう。製品の電
源コンセント
は飛沫がかか
らず、ちり、ほ
こりがたまら
ない場所に設
置しましょう。

○誤使用→ト
ラッキング→
発火

ふたが一定時
間開けっ放し
であることを
検知する

許容値外通知/
現場応答

N:ブ ザ ー
R1:近 づ く
R2:ふたを閉
じる

http:

//www.meti

.go.jp/pro

duct_safet

y/consumer

/pdf/torak

king.pdf
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id 事例名 機器 原因 対策 事故経路と通
知のタイミン
グ

トリガー 通知と応答の
種類

通知と応答例 url

7 開放式小型ガ
ス瞬間湯沸器
から黒煙が出
ているのを以
前から知りつ
つも点検・修
理をせずに使
用を継続して
いたところ、
目眩がして気
分が悪くなり、
病院に運ばれ
ＣＯ中毒と診
断された。

ガス瞬間湯沸
器

長年にわたる
使用で熱交換
器が汚損して
目詰まりを生
じていたこと
から、不完全
燃焼となり黒
煙が上がると
共に一酸化炭
素が発生して
いた。

黒煙やススが
発生している
ときや、湯沸
器上部周囲が
ススで黒く汚
れているとき
は、不完全燃
焼となってい
る状態のため
高濃度の一酸
化炭素が発生
し危険ですか
ら、直ちに使
用を中止し、
業者に点検を
依頼しましょ
う。

誤使用&経時
劣 化&保 守・
設置不良→○
CO 発生

CO を検知す
る

緊急通知/サー
ビス依存応答

N:ブ ザ ー
R1:離 れ る
R2:換気する
R3:濃度が下
がる

http://www.

meti.go.jp

/product_s

afety/cons

umer/pdf/k

yuto_hurog

ama.pdf

8 ベランダに設
置した屋外設
置型ガス給湯
器付近から発
火し、ベラン
ダの一部を焼
損した。

屋外ガス給湯
器

排気口から可
燃物までの距
離が近いと、
可燃物の発火
に至ることが
あります。

排気口近くに
洗濯物を干し
たり、可燃物
を置いてはい
けません。給
湯器の周りを
段ボール箱や
板などで囲っ
てしまうと給
気不足となり
異常燃焼を起
こし高温ガス
が排気口から
溢れ出す危険
性があります

○誤使用→発
火

物体検知セン
サが長時間置
かれた物体を
検知

許容値外通知/
現場応答

N:ブ ザ ー
R1:近 づ く
R2:物体を検
知しなくなる

http://www.

meti.go.jp

/product_s

afety/cons

umer/pdf/k

yuto_hurog

ama.pdf

9 浴室で家人が
ＣＯ中毒によ
り死亡した。
本来屋内で使
用すべきでは
ない屋外設置
型のガス給湯
器を増設され
た脱衣所とユ
ニットバスを
波板で囲った
中に設置して
いた。

屋外ガス給湯
器

屋外設置型の
ガス給湯器を
屋内で使用し
たことにより
排気ガスに含
まれる一酸化
炭素が拡散さ
れずに危険な
濃度にまで高
まって建家内
に流入した。

燃焼のための
吸排気が正常
にできず不完
全燃焼から一
酸化炭素中毒
を発生するお
それがありま
すから、屋外
設置型のガス
給湯機の周囲
を 波 板 や ビ
ニールシート
等で囲っては
いけません。

誤 使 用 → ○
CO 発生

CO を検知す
る

緊急通知/サー
ビス依存応答

N:ブ ザ ー
R1:離 れ る
R2:換気する
R3:濃度が下
がる

http://www.

meti.go.jp

/product_s

afety/cons

umer/pdf/k

yuto_hurog

ama.pdf

10 石油ふろがま
のバーナーに
点火してしば
らくしたら、
バーナー全体
から火が出た
ので消火器で
消火した。こ
のところ油の
臭いが気にな
っていた。

石油ふろがま 灯油タンクと
バーナーとの
間をつなぐゴ
ム製送油管に
亀裂が生じた
ため、送油管
から灯油が漏
れ、何らかの
火が引火した。
ゴム製送油管
は、経年劣化
や無理な折り
曲げなどによ
り亀裂が生じ
ることがあり
ます。

送油管に亀裂
が入っていな
いかどうか、
日頃より目視
点検し、もし
亀 裂 が 見 つ
かった場合に
は、速やかに
販売店など専
門家に修理を
依頼しましょ
う。送油管を
無理に折り曲
げて配管した
り、踏みつけ
たりしてはい
けません。設
置状態に注意
しましょう。

経時劣化→○
発火

発煙を検知 緊急通知/サー
ビス依存応答

N:ブ ザ ー
R1:離れる

http://www.

meti.go.jp

/product_s

afety/cons

umer/pdf/k

yuto_hurog

ama.pdf

11 浴室内に設置
されたガスふ
ろがまを追い
炊きしている
ときに、洗濯
機の排水を浴
室に流してい
たら、ふろが
まの前面等が
焼損した。

浴室内ガスふ
ろがま

浴室床面に流
れ 込 ん だ 水
で、ガスバー
ナーのノズル
部が冠水して
しまったこと
により、ガス
がバーナーの
外で燃焼し機
器 の 焼 損 に
至った。

風呂がまが冠
水すると火災・
故障の原因に
なります。浴
室の排水口は、
こまめに掃除
をして水はけ
をよくしてお
きましょう。

保守・設置不
良&○異物・汚
染・吸水→発火

水量レベルを
検知

許容値外通知/
現場応答

N:ブ ザ ー
R1:近 づ く
R2:水量が下
がる

http://www.

meti.go.jp

/product_s

afety/cons

umer/pdf/k

yuto_hurog

ama.pdf
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id 事例名 機器 原因 対策 事故経路と通
知のタイミン
グ

トリガー 通知と応答の
種類

通知と応答例 url

12 ガスストーブ
とゴム管の接
続部付近から
ガスが漏洩し、
ガスストーブ
の火に引火し
て火災になっ
た。当該ガス
ストーブ本体
とゴム管との
接続にはソケ
ットを用いる
ことが指定さ
れていたとこ
ろ、ソケットが
無いゴム管を
用いて接続し
ていた。

ガスゴム管の
接続

当該製品の場
合、ソケットを
用いた接続と
することが指
定されていた
ところに誤っ
てソケットが
無いホースを
接続したため
接合部からガ
スが漏洩した。

ガス栓、ゴム
管、ガス機器
の間の接続は、
接続形状、サ
イズが適合す
る接続具が付
いたゴム管や
ガスコードを
使用してくだ
さい。

保守・設置不良
&誤使用→○
発火

発煙を検知 緊急通知/サー
ビス依存応答

N:ブ ザ ー
R1:離れる

http://www.

meti.go.jp

/product_s

afety/cons

umer/pdf/k

yuto_hurog

ama.pdf

13 ガス栓を開く
際、暗かったた
め、ライター
の火を照明替
わりにして、
さらにガス栓
のツマミが破
損していたこ
とから、ペン
チで開閉を行
っていた。ガス
栓を開いた際、
漏れたガスに
ライターの火
が引火し、火
災が発生した。

ガス栓 ガス栓をガス
栓ツマミがな
い状態で使用
し、ペンチで
無理に開けよ
うとしたこと、
照明の代わり
にライターを
用いたため漏
れたガスに着
火した。

ガス栓のツマ
ミ等が破損、
紛失していた
状態で使用を
続けてはいけ
ません。業者
に修理を依頼
し ま しょう。
ペンチ等の工
具を使ってガ
ス栓を無理に
開けてはいけ
ません。

誤使用&保守・
設置不良→○
発火

発煙を検知 緊急通知/サー
ビス依存応答

N:ブ ザ ー
R1:離れる

http://www.

meti.go.jp

/product_s

afety/cons

umer/pdf/k

yuto_hurog

ama.pdf

14 部屋の外に出
たくない！石油
ストーブの近
くで給油。こ
ぼれた灯油に
引火し、火災
に

石油ストーブ カートリッジ
タ ン ク が 倒
れたり、給油
ホースが抜け
たりして、こ
ぼれた灯油に
引火し、火災
につながるこ
とがあります。

火の気がある
ところでの給
油はやめまし
ょう。

○誤使用→発
火

石油ストーブ
とタンクが近
いことを検知

許容値外通知/
現場応答

N: ブ ザ ー
R1: 近づく
R2: ストー
ブとタンクの
距離を取る

http://www.

meti.go.jp

/product_s

afety/cons

umer/pdf/s

tovepnf.pdf

15 何回も給油す
るのは面倒だ
し、ぎりぎり
までいれちゃ
おう！あふれた
灯油に引火す
る と火災につ
なが

石油ストーブ あふれた灯油
に引火する

カートリッジ
タンクの外側
やフタに灯 油
が付いてしま
ったときは、し
っかりふき取
りましょう。

○誤使用→発
火

給油量のレベ
ルを検知

許容値外通知/
現場応答

N: ブ ザ ー
R1: 近づく
R2: 給油タ
ンクからポン
プを抜く

http://www.

meti.go.jp

/product_s

afety/cons

umer/pdf/s

tovepnf.pdf

16 カートリッジ
タンクのフタ
は手が汚れる
からさわりた
くない！灯油が
こぼれて、火
災につながる

石油ストーブ フタをきちん
と閉めないと、
カートリッジ
タンクをセッ
トするとき、
点火するとき、
取外すときに、
灯油がこぼれ
て、火災につ
ながることが
あります。

石油ストーブ
のそばに持っ
ていく前に、
カートリッジ
タンクを逆さ
にして灯油の
漏れがないか
確認しましょ
う。

誤使用→○発
火

発煙を検知 緊急通知/サー
ビス依存応答

N:ブ ザ ー
R1:離れる

http://www.

meti.go.jp

/product_s

afety/cons

umer/pdf/s

tovepnf.pdf

17 外に干しても
乾かないし冷
えるから、ス
トーブの近く
で洗濯物を干
すと、落ちて
火災

石油ストーブ ストーブの近
くで洗濯物を
干すと、落ち
て火災の原因
となることが
あります。炎
に直接触れて
いなくても、
燃えるものが
ストーブの近
くにあると、
発火して火災
につながるこ
とがあります。

スト ーブの
近くで、もの
を乾かしたり、
暖めたりする
ことはありま
せんか？危険な
のでやめまし
ょう。

誤使用→○発
火

発煙を検知 緊急通知/サー
ビス依存応答

N:ブ ザ ー
R1:離れる

http://www.

meti.go.jp

/product_s

afety/cons

umer/pdf/s

tovepnf.pdf

table continued on next page

45

http://www.meti.go.jp/product_safety/consumer/pdf/kyuto_hurogama.pdf
http://www.meti.go.jp/product_safety/consumer/pdf/kyuto_hurogama.pdf
http://www.meti.go.jp/product_safety/consumer/pdf/kyuto_hurogama.pdf
http://www.meti.go.jp/product_safety/consumer/pdf/kyuto_hurogama.pdf
http://www.meti.go.jp/product_safety/consumer/pdf/kyuto_hurogama.pdf
http://www.meti.go.jp/product_safety/consumer/pdf/kyuto_hurogama.pdf
http://www.meti.go.jp/product_safety/consumer/pdf/kyuto_hurogama.pdf
http://www.meti.go.jp/product_safety/consumer/pdf/kyuto_hurogama.pdf
http://www.meti.go.jp/product_safety/consumer/pdf/kyuto_hurogama.pdf
http://www.meti.go.jp/product_safety/consumer/pdf/kyuto_hurogama.pdf
http://www.meti.go.jp/product_safety/consumer/pdf/kyuto_hurogama.pdf
http://www.meti.go.jp/product_safety/consumer/pdf/kyuto_hurogama.pdf
http://www.meti.go.jp/product_safety/consumer/pdf/kyuto_hurogama.pdf
http://www.meti.go.jp/product_safety/consumer/pdf/kyuto_hurogama.pdf
http://www.meti.go.jp/product_safety/consumer/pdf/stovepnf.pdf
http://www.meti.go.jp/product_safety/consumer/pdf/stovepnf.pdf
http://www.meti.go.jp/product_safety/consumer/pdf/stovepnf.pdf
http://www.meti.go.jp/product_safety/consumer/pdf/stovepnf.pdf
http://www.meti.go.jp/product_safety/consumer/pdf/stovepnf.pdf
http://www.meti.go.jp/product_safety/consumer/pdf/stovepnf.pdf
http://www.meti.go.jp/product_safety/consumer/pdf/stovepnf.pdf
http://www.meti.go.jp/product_safety/consumer/pdf/stovepnf.pdf
http://www.meti.go.jp/product_safety/consumer/pdf/stovepnf.pdf
http://www.meti.go.jp/product_safety/consumer/pdf/stovepnf.pdf
http://www.meti.go.jp/product_safety/consumer/pdf/stovepnf.pdf
http://www.meti.go.jp/product_safety/consumer/pdf/stovepnf.pdf
http://www.meti.go.jp/product_safety/consumer/pdf/stovepnf.pdf
http://www.meti.go.jp/product_safety/consumer/pdf/stovepnf.pdf
http://www.meti.go.jp/product_safety/consumer/pdf/stovepnf.pdf
http://www.meti.go.jp/product_safety/consumer/pdf/stovepnf.pdf
http://www.meti.go.jp/product_safety/consumer/pdf/stovepnf.pdf
http://www.meti.go.jp/product_safety/consumer/pdf/stovepnf.pdf
http://www.meti.go.jp/product_safety/consumer/pdf/stovepnf.pdf
http://www.meti.go.jp/product_safety/consumer/pdf/stovepnf.pdf
http://www.meti.go.jp/product_safety/consumer/pdf/stovepnf.pdf
http://www.meti.go.jp/product_safety/consumer/pdf/stovepnf.pdf
http://www.meti.go.jp/product_safety/consumer/pdf/stovepnf.pdf
http://www.meti.go.jp/product_safety/consumer/pdf/stovepnf.pdf


id 事例名 機器 原因 対策 事故経路と通
知のタイミン
グ

トリガー 通知と応答の
種類

通知と応答例 url

18 ヘアスプレー
／ 防 水 ス プ
レー／静電気
除去スプレー
／ 殺 虫 ス プ
レー／カセッ
トガスコンロ
のボンベをス
トーブの近く
で使い、引火

石油ストーブ スプレー缶に
は可燃性のガ
スが含まれて
いる、近くに
置くと中のガ
スが膨張して、
爆発すること
もある

ストーブの近
くでは使用は
やめましょう

○誤使用→発
火

スプレー缶と
ストーブが近
いことを検知

許容値外通知/
現場応答

N: ブ ザ ー
R1: 近づ
く R2: スプ
レ ー 缶 と ス
トーブの距離
を取る

http://www.

meti.go.jp

/product_s

afety/cons

umer/pdf/s

tovepnf.pdf

19 衣類がストー
ブに触れて、
溶けたり引火
する

石油ストーブ 寒いときには、
たくさん着込
んで着ぶくれ
ていることが
あり、気付か
ない

厚手の衣類や、
毛足の長いも
のには注意し
ましょう。

誤使用→○発
火

発煙を検知 緊急通知/サー
ビス依存応答

N:ブ ザ ー
R1:離れる

http://www.

meti.go.jp

/product_s

afety/cons

umer/pdf/s

tovepnf.pdf

20 あったかくて
ぼーっとして
きた？一酸化炭
素中毒で死亡
に至る

石油ストーブ 換気をしてい
ない

窓を開けるな
ど十分に換気
をしましょう。

誤 使 用 → ○
CO 発生

CO を検知す
る

緊急通知/サー
ビス依存応答

N:ブ ザ ー
R1:離 れ る
R2:換気する
R3:濃度が下
がる

http://www.

meti.go.jp

/product_s

afety/cons

umer/pdf/s

tovepnf.pdf

21 間違えてガソ
リンを給油し
て火災、住宅
から出火して
全焼し、顔や
手にやけどを
負った

石油ストーブ ガソリンを灯
油と間違って
石油ストーブ
に給油したた
め、異常燃焼
を起こして火
災に至ったも
のです。

保管場所に注
意しましょう。

○誤使用→ 発
火

ガソリン缶と
ストーブが近
いことを検知

許容値外通知/
現場応答

N: ブ ザ ー
R1: 近づく
R2: ガソリ
ン缶とストー
ブの距離を取
る

http:

//www.meti

.go.jp/pro

duct_safet

y/event/hu

yubanoseih

injiko.pdf

22 ガ ス ファン
ヒーターの電
源スイッチを
入れたら火が
つき、機器が
焼けた。

ガ ス ファン
ヒーター

専 用 の ガ ス
コードではな
く、ガス用ゴ
ム管を接続し
たため接続口
からガスがも
れ、点火した
際に引火した
ものです。

ガス栓とガス
機器の接続は
適正な接続具
を使用してく
ださい。使って
いないガス栓
は専用のガス
栓キャップをか
ぶせてくださ
い。接続は赤
い線まで差し
込んでゴム管
止めで抜けな
いようにして
ください。ソ
ケットにごみ
などがはさま
っていないこ
とを確認して
ください。

誤使用&保守・
設置不良→○
発火

発煙を検知 緊急通知/サー
ビス依存応答

N:ブ ザ ー
R1:離れる

http:

//www.meti

.go.jp/pro

duct_safet

y/event/hu

yubanoseih

injiko.pdf

23 電気ストーブ
にふとんがふ
れて火災、住
宅から出火し
て全焼し、1人
が死亡した。

電気ストーブ 電気ストーブ
をつけたまま
就寝したため、
ふとんがヒー
ターに触れて
火がつき、出
火したもので
す。

寝るときは必
ず電源スイッ
チを切りまし
ょう。また、そ
ばにカーテン
などの燃えや
すいものを置
かないでくだ
さい。洗濯物
を乾かしたこ
とが原因によ
る火災事故も
多く発生して
います。乾燥
して軽くなっ
た洗濯物が上
昇気流で外れ
てストーブに
落下する危険
性があります。

○誤使用→発
火

室内ライトが
消えた・薄暗く
なった時にス
トーブが点い
ている

許容値外通知/
現場応答

N: ブ ザ ー
R1: ストー
ブ に 近 づ く
R2: ストー
ブを切る

http:

//www.meti

.go.jp/pro

duct_safet

y/event/hu

yubanoseih

injiko.pdf
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id 事例名 機器 原因 対策 事故経路と通
知のタイミン
グ

トリガー 通知と応答の
種類

通知と応答例 url

24 カセットこん
ろで調理中、
こんろのカセ
ットボンベが
爆発して、２
人がやけどを
負った。

カセットボン
ベ

五徳を収納し
たまま使用し
ていたため、
フライパンの
底とコンロが
接触状態にな
って加熱され、
こんろ全体が
過熱してボン
ベが破裂した
ものです

カセットボン
ベを装着する
際は、正しく
装着してくだ
さい。五徳が
裏返しになっ
ていないかを
確認してくだ
さい。カセット
こんろは２台
並べて使用し
ないでくださ
い。また、こん
ろを覆うよう
な大きな鍋な
どは使用しな
いでください。

○誤使用→爆
発

五徳が正しく
セットされな
いで火をつけ
る

許容値外通知/
現場応答

N:ブ ザ ー
R1: [近づく]
R2: 五徳を
正しくセット
する

http:

//www.meti

.go.jp/pro

duct_safet

y/event/hu

yubanoseih

injiko.pdf

25 電子レンジ加
熱式のゆたん
ぽを加熱して
いたら、ゆた
んぽが膨らん
できたためあ
わてて電子レ
ンジの扉を開
けると、ゆた
んぽが破裂し
て内容物が飛
び散り、顔面
にやけどを負
った。（

電子レンジ加
熱式ゆたんぽ

オート加熱機
能を禁止する
表示がありま
したが、誤って
使用したため、
規定時間を超
えて加熱され、
袋の内圧が高
まって破損し、
内容物が飛び
散ったもので
す。

取り扱い表示
の使用方法や
レンジ出力及
び加熱時間を
必ず守ってく
ださい。袋が
膨張、あるい
は内容物が漏
れ出た場合は、
電子レンジの
スイッチを切
り、十分に時
間をおいて冷
めたことを確
認してから扉
を開けてくだ
さい。ガスこ
んろや電磁調
理器で直接加
熱するタイプ
の金属製ゆた
んぽは、必ず
口金（キャッ
プ）を外して
から、加熱し
てください。
内圧が上昇し
て破裂します

誤使用→破裂 × http:

//www.meti

.go.jp/pro

duct_safet

y/event/hu

yubanoseih

injiko.pdf

26 ゆたんぽで低
温やけどを負
った。

ゆたんぽ 長時間、ゆた
んぽを使って
いたため低温
やけどに至っ
たものです

「低温やけど」
は、ゆたんぽ
やこたつなど
のほか、使い
すてのカイロ
などでも発生
します。同じ
部位を長時間
温めないでく
ださい。また、
違和感や熱い
と感じたら直
ちに使用を中
止してくださ
い。厚手のタ
オルや専用の
カバーなどで
包んでも低温
やけどを負う
ことがありま
す。ゆたんぽ
は就寝前にふ
とんの中に入
れて、温まっ
たら出して、
電気あんかは
スイッチを切っ
てください。

誤使用→やけ
ど

× http:

//www.meti

.go.jp/pro

duct_safet

y/event/hu

yubanoseih

injiko.pdf
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id 事例名 機器 原因 対策 事故経路と通
知のタイミン
グ

トリガー 通知と応答の
種類

通知と応答例 url

27 ・浴室内で虫
を退治しよう
として連続噴
射後、入浴の
ために内釜に
点火したとこ
ろ引火して火
災となり、や
けどを負い入
院。・使用中の
コンロ近辺に
出現した虫を
退治しようと
噴射したとこ
ろ引火して火
傷を負った

エアゾールス
プレー

スプレーには
噴射圧力をか
けるために可
燃ガス (LP
ガス) が用い
られているた
め、噴射によ
り滞留した可
燃ガスに、ガ
ス器具の火が
引火した

炎や火気の近
く、高温とな
るところでは
スプレーを使
用しない。（表
示をよく読む）
使用中並びに
使用後は充分
に換気を行う。

○誤使用→発
火

可燃ガスを検
知

緊急通知/サー
ビス依存応答

N:ブ ザ ー
R1:離 れ る
R2:換気する
R3:濃度が下
がる

http://www.

meti.go.jp

/product_s

afety/cons

umer/pdf/a

erosol.pdf

28 シュレッダ ー
で紙詰まりが
発 生 し た の
で、潤滑油を
カッター部に
供給して回転
をスムースに
しようとして
潤滑スプレー
を噴射したと
ころシュレッ
ダーが爆発し
た。

エアゾールス
プレー

シュレッダ ー
の屑箱の空間
はガスが溜ま
りやすい場所
で あ る と こ
ろ、スプレー
から潤滑油と
共に噴射され
た 可 燃 性 ガ
スがシュレッ
ダ ー の 内 部
に残留して、
シュレッダ ー
のモーターで
発生した火花
により引火や
爆発を起こす。

潤滑スプレー
その他各種ス
プレーの類を
シュレッダ ー
の内部へ向け
て噴射しては
いけません。

○誤使用→爆
発

可燃ガスを検
知

緊急通知/サー
ビス依存応答

N:ブ ザ ー
R1:近 づ く
R2:電源を切
る R3:濃度が
下がる

http://www.

meti.go.jp

/product_s

afety/cons

umer/pdf/a

erosol.pdf

29 浴室の床で市
販のガス抜き
器を使用して
エアゾール缶
（LP ガスが
使用されてい
る）に内容物
が残った状態
で、穴を開け
ていたところ、
LP ガスに何
らかの原因で
火がつき火傷
を負った。

エアゾールス
プレー

スプレー缶に
内容物が残っ
た状態で、缶
に穴を開けて
ガス抜きをす
る と 、ス プ
レーに用いら
れている可燃
ガス (LP ガ
ス) が周囲の
火種や金属同
士が衝撃的に
擦れ合って生
じた火花によ
り引火・爆発
することがあ
ります。

スプレー缶は
中 身 を 使 い
切ってから捨
て ま しょう。
（ 「中身排出
機構」が缶に
付いている場
合には、それ
を用いましょ
う。）缶に釘
やガス抜き器
などを用いて
孔を開けては
いけません。
中身を使い切
る操作は、風
通しが良い火
気のない屋外
などの場所で
行い、噴射音
が聞こえなく
なるまで繰り
返し噴霧用ボ
タンを押して
完全に中身を
排出しましょ
う。

○その他 (処
分) →発火

可燃ガスを検
知

緊急通知/サー
ビス依存応答

N:ブ ザ ー
R1:離 れ る
R2:換気する
R3:濃度が下
がる

http://www.

meti.go.jp

/product_s

afety/cons

umer/pdf/a

erosol.pdf

30 扉の開閉を繰
り返すことに
よ り、徐々に
内部の電気配
線が切れてい
き、発熱し出
火

ビルトイン式
電気食器洗機

経年劣化、内
部の電気配線
が切れた

点検する 経年劣化→電
子部品故障→
○発火

発煙を検知 緊急通知/サー
ビス依存応答

N:ブ ザ ー
R1:離れる

http://www.

meti.go.jp

/product_s

afety/cons

umer/pdf/c

hoki.pdf

31 天井裏にある
電源コードな
どに接触不良
が生じて発熱
し出火

浴室用電気乾
燥機

経年劣化、電
源コードの接
触不良

点検する 経年劣化→電
子部品故障→
○発火

発煙を検知 緊急通知/サー
ビス依存応答

N:ブ ザ ー
R1:離れる

http://www.

meti.go.jp

/product_s

afety/cons

umer/pdf/c

hoki.pdf

32 排気筒のずれ・
ほこりの堆積・
換 気不良によ
る一酸化炭素
中毒、

屋内式ガスふ
ろがま（都市
ガス／プロパ
ンガス）

経年劣化、排
気筒のずれ・ほ
こりの堆積・換
気不良

点検する 経年劣化&保
守・設置不良→
○ CO 発生

CO を検知す
る

緊急通知/サー
ビス依存応答

N:ブ ザ ー
R1:離 れ る
R2:換気する
R3:濃度が下
がる

http://www.

meti.go.jp

/product_s

afety/cons

umer/pdf/c

hoki.pdf

排水口のつま
りによりふろ
がまが繰り返
し冠水しガス
漏れして出火・
爆発

屋内式ガスふ
ろがま（都市
ガス／プロパ
ンガス）

排水口のつま
り

点検する 保守・設置不
良&○異物・汚
染・吸水→発火

水量レベルを
検知

許容値外通知/
現場応答

N:ブ ザ ー
R1:近 づ く
R2:水量が下
がる

http://www.

meti.go.jp

/product_s

afety/cons

umer/pdf/c

hoki.pdf
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id 事例名 機器 原因 対策 事故経路と通
知のタイミン
グ

トリガー 通知と応答の
種類

通知と応答例 url

33 ゴム製の部品
が劣化して石
油が漏れ、漏
れた石油に火
がついて出火

石油ふろがま 経年劣化、ゴ
ム製の製品が
劣化して石油
が漏れた

点検 経年劣化→○
発火

発煙を検知 緊急通知/サー
ビス依存応答

N:ブ ザ ー
R1:離れる

http://www.

meti.go.jp

/product_s

afety/cons

umer/pdf/c

hoki.pdf

34 ゴム製の部品
が劣化して石
油が漏れ、漏
れた石油に火
がついて出火

石油給湯器 経年劣化、ゴ
ム製の製品が
劣化して石油
が漏れた

点検 経年劣化→○
発火

発煙を検知 緊急通知/サー
ビス依存応答

N:ブ ザ ー
R1:離れる

http://www.

meti.go.jp

/product_s

afety/cons

umer/pdf/c

hoki.pdf

35 ゴム製の部品
が劣化して燃
焼ガスが室内
に漏れ、不完
全燃焼にいた
り一酸化炭素
中毒

FF 式石油温
風暖房機

経年劣化、ゴ
ム製の部品が
劣化して燃焼
ガスが室内に
漏れた

点検 経年劣化→○
CO 発生

CO を検知す
る

緊急通知/サー
ビス依存応答

N:ブ ザ ー
R1:離 れ る
R2:換気する
R3:濃度が下
がる

http://www.

meti.go.jp

/product_s

afety/cons

umer/pdf/c

hoki.pdf

36 室外機の内部
の 電 気 部 品
（コンデンサー
等）が故障し
て発煙・出火、
小動物やほこ
り・湿気が電
気基板部に侵
入してトラッ
キング*現象
等が生じて発
煙・出火

エアコン 経年劣化 点検 経年劣化→電
子部品故障&
トラッキング
→○発火

発煙を検知 緊急通知/サー
ビス依存応答

N:ブ ザ ー
R1:離れる

http://www.

meti.go.jp

/product_s

afety/cons

umer/pdf/c

hoki.pdf

37 電 気 部 品
（モーター／
コンデンサー
／ 首 振 り 部
の電気配線）
が 劣 化 し て
ショートし発
煙・出火

扇風機 経年劣化 点検 経年劣化→電
子部品故障→
○発火

発煙を検知 緊急通知/サー
ビス依存応答

N:ブ ザ ー
R1:離れる

http://www.

meti.go.jp

/product_s

afety/cons

umer/pdf/c

hoki.pdf

38 電気部品（高
い電圧を作る
トランス等）
が劣化して放
電し、ほこり
や樹脂製部品
に着火して出
火

ブラウン管テ
レビ

経年劣化 点検 経年劣化→電
子部品故障→
○発火

発煙を検知 緊急通知/サー
ビス依存応答

N:ブ ザ ー
R1:離れる

http://www.

meti.go.jp

/product_s

afety/cons

umer/pdf/c

hoki.pdf

39 電 気 部 品
（モーター／コ
ンデンサー）
が 劣 化 し て
ショート**し
発煙・出火、
コンセントの
差込プラグ部
でトラッキン
グ*現象が生
じて出火

換気扇 経年劣化 点検 経年劣化→電
子部品故障→
○発火

発煙を検知 緊急通知/サー
ビス依存応答

N:ブ ザ ー
R1:離れる

http://www.

meti.go.jp

/product_s

afety/cons

umer/pdf/c

hoki.pdf

40 電気部品（コ
ンデンサー等）
が劣化したり、
内部の電気配
線が振動によ
り断線して発
煙・出火

洗濯機 経年劣化 点検 経年劣化→電
子部品故障→
○発火

発煙を検知 緊急通知/サー
ビス依存応答

N:ブ ザ ー
R1:離れる

http://www.

meti.go.jp

/product_s

afety/cons

umer/pdf/c

hoki.pdf

41 美容オイルな
どが付着した
洗濯物を選択
し乾燥機を使
用、乾燥中の
衣類が燃え乾
燥機が焼けた。
乾燥後のタオ
ルを放置して
いたら、乾燥
機や周辺が焼
けた。

乾燥機 洗濯物に残っ
ていたオイル
が酸化反応を
起こして発熱
し、自然発火
し乾燥機や周
辺を焼いた

美容オイル、
食用油、動物
油等の付着し
たものは、乾
燥機で乾かさ
ない。乾燥機
にかける場合
は油を完全に
除去する。洗っ
た後は必ず広
げて自然乾燥
させる。油が
付着したもの
は重ねておか
ない。

誤使用→○発
火

発煙を検知 緊急通知/サー
ビス依存応答

N:ブ ザ ー
R1:離れる

http:

//www.meti

.go.jp/pro

duct_safet

y/consumer

/pdf/oilfu

tyaku.pdf
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id 事例名 機器 原因 対策 事故経路と通
知のタイミン
グ

トリガー 通知と応答の
種類

通知と応答例 url

42 ガスこんろの
下に敷いてい
た段ボール付
近から発火し、
台所を焼損し
た。

ガスコンロ 段ボールがガ
スバーナーか
らの輻射熱を
受けたことに
よ り 発 火 し
た。炎が直接
に可燃物に触
れ な く と も
バーナーから
可燃物までの
距離が近いと
発火に至るこ
とがある。

ガスこんろの
下に、段ボー
ル、新聞紙、ビ
ニールシート
などの可燃物
を敷いてはい
けません。

誤使用→○発
火

発煙を検知 緊急通知/サー
ビス依存応答

N:ブ ザ ー
R1:離れる

http:

//www.meti

.go.jp/pro

duct_safet

y/consumer

/pdf/daido

koro.pdf

43 ガスこんろに
組み込まれた
グリルで魚を
焼いていたと
ころ、グリル
排気口から炎
が上がった。

魚焼きグリル グリル内部に
魚の脂が付着
した状態で、
使用を続けた
ためガスバー
ナーの熱によ
り脂に引火し
た。

グリル内には、
魚の脂などの
汚れが付着し
ないよう、日
頃から清掃手
入れをする。

保守・設置不良
→○発火

発煙を検知 緊急通知/サー
ビス依存応答

N:ブ ザ ー
R1:離れる

http:

//www.meti

.go.jp/pro

duct_safet

y/consumer

/pdf/daido

koro.pdf

44 揚げ物を調理
中、子供に呼
ばれたので、
ガスレンジ前
面にある器具
栓を閉じてそ
の場を離れよ
う と し た 際
に、体の一部
が鍋に引っか
かって揚げ物
油の油面が大
きく揺らぎ、
点 火 状 態 の
バーナーの近
くに油がこぼ
れてしまった
ため、油に引
火して火災が
発生した。（製
品には異常は
なかった）

ガスレンジ 不注意で、油
の入った鍋に
体がぶつかり
油がこぼれて
しまった

揚げ物の調理
中は、油の温
度などに注意
し、そばを離
れないように
し ま しょう。
やむをえずガ
スレンジのそ
ばを離れる際
は、あわてず
にしっかりと
器具栓を閉じ
てガスの火を
消しましょう

誤使用→○発
火

発煙を検知 緊急通知/サー
ビス依存応答

N:ブ ザ ー
R1:離れる

http:

//www.meti

.go.jp/pro

duct_safet

y/consumer

/pdf/daido

koro.pdf

45 てんぷら油の
廃油を処理す
るためになべ
に凝固剤を入
れたまま加熱
し、その場を
離れていたと
ころ発火した。

ガ ス コ ン ロ
(てんぷら油
の 廃 油 凝 固
剤)

凝固剤は、冷
えた油に入れ
ても溶けない
ので、油が暖
か い う ち に
(80°C 以
上) 溶かしま
すが、再加熱
すると、油の
温度が上がり
すぎて発火し
てしまうこと
があります。
一般に食用油
は加熱を続け
ると 370°C
程度で発火し
ますが、凝固
剤を入れると
発 火 温 度 は
30°C～50°
C 程度下がる
と言われてい
ます。

凝固剤を溶か
す際は、調理
前に準備して
おき、調理が
終わった後の
油がまだ熱い
うちに鍋に入
れ ま しょう。
もし、冷えた
油を再加熱し
てから溶かす
場合は、点火
前に凝固剤を
入れてから数
分の間、様子
を 見 な が ら
ゆっくりかき
混ぜ、溶けた
ら直ぐ火を消
します。絶対
その場を離れ
ず、加熱しす
ぎないように
注意してくだ
さい。

○誤使用→発
火

加熱中に調理
場から離れる

緊急通知/サー
ビス依存応答

N:ブ ザ ー
R1:近づく

http:

//www.meti

.go.jp/pro

duct_safet

y/consumer

/pdf/daido

koro.pdf
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id 事例名 機器 原因 対策 事故経路と通
知のタイミン
グ

トリガー 通知と応答の
種類

通知と応答例 url

46 ガスこんろを
使用して天ぷ
らを調理中に
その場を離れ
ていたところ、
天ぷら油が発
火して火災と
なった。

ガスコンロ 天ぷら鍋をコ
ンロの火にか
けたまま放置
してしまった
ため、天ぷら
油が過熱され
て発火点に達
し発火するに
至った。

天ぷら調理中
は絶対にその
場を離れては
いけません。
もし離れざる
を得ない場合
は、必ず消火
し ま しょう。
天ぷら油過熱
防止装置（あ
げルック）が
装備されてい
るコンロの場
合は、天ぷら
調理は必ず過
熱防止装置が
ついている側
のコンロで調
理しましょう

○誤使用→発
火

加熱中に調理
場から離れる

緊急通知/サー
ビス依存応答

N:ブ ザ ー
R1:近づく

http:

//www.meti

.go.jp/pro

duct_safet

y/consumer

/pdf/daido

koro.pdf

47 鍋に１ cm
く ら い（ 約
250g）の 油
を引いて加熱
し、過熱状態
のまま数分間
その場を離れ
キッチンに戻
ると鍋から火
柱が上がって
いた。

IH 調理器 天ぷら調理の
際に油の量が
少ないと、温
度調節機能が
正常に働かず、
油温が上がり
すぎる恐れが
あります。鍋
の底に窪みや
反りがあると、
温度センサー
が正しく検知
できなくなる
恐れがありま
す。

油の量は、取
扱説明書に指
定されている
最低限以上の
量を入れまし
ょう。天ぷら調
理をする場合
は、調理器に
付属の鍋ある
いはメーカー
推奨の天ぷら
鍋を使用する
ようにしまし
ょう。調理中は
その場を離れ
ないようしま
しょう。

○誤使用→発
火

加熱中に調理
場から離れる

緊急通知/サー
ビス依存応答

N:ブ ザ ー
R1:近づく

http:

//www.meti

.go.jp/pro

duct_safet

y/consumer

/pdf/daido

koro.pdf

48 カレー鍋など
を洗っていた
食器洗い乾燥
機から発煙し
た。内部を調
べ た と こ ろ
ヒ ー タ ー カ
バーに食べ物
の残さいとみ
られる異物が
付 着 し て い
た。

食器洗い乾燥
機

ヒ ー タ ー カ
バ ー 表 面 に
付 着 し た カ
レー、油分及
び過去から堆
積した汚れ分
が乾燥動作時
のヒーターの
加熱により発
煙した。

食器や調理器
具に残った残
さいは、予め
手作業で取り
除いてから洗
浄槽内に入れ
る よ う に す
る。ヒーター
カバーには、
残さいなどの
汚れが付着し
ないよう日頃
から清掃手入
れをする。

異物・汚染・吸
水&保守・設備
不良→○発煙

発煙を検知 緊急通知/サー
ビス依存応答

N:ブ ザ ー
R1:離れる

http:

//www.meti

.go.jp/pro

duct_safet

y/consumer

/pdf/daido

koro.pdf

49 プラスチック
製の箸箱を食
器洗い乾燥機
の洗浄かご内
に入れてから
洗浄を行って
いたところ、
当該機器から
発煙した。

食器洗い乾燥
機

洗浄時の水流
に飛ばされた
箸箱が、食器
洗い乾燥機内
部のヒーター
の上に落ちて
加熱されて発
煙に至った。

箸箱やプラス
チック製容器
の蓋など、軽
くて小さい食
器類は、取扱
説明書の指示
に従い小物用
ポケットに入
れて洗うよう
にしましょう。

誤使用→○発
煙

発煙を検知 緊急通知/サー
ビス依存応答

N:ブ ザ ー
R1:離れる

http:

//www.meti

.go.jp/pro

duct_safet

y/consumer

/pdf/daido

koro.pdf

50 電気ポットの
残り湯の排水
時に上蓋を外
さないで本体
と蓋を持って
残り湯を排水
したときに、
蓋が外れてお
湯が太ももに
掛かり火傷し
た。

電気ポット 上蓋が付いた
まま湯を捨て
ると上蓋が外
れることがあ
ります。

残り湯を捨て
る際は、必ず
上蓋を外し、
取扱説明書に
指示されてい
る方向にポッ
ト本体を持っ
て残り湯を捨
てるようにし
ましょう。

誤使用→やけ
ど

× http:

//www.meti

.go.jp/pro

duct_safet

y/consumer

/pdf/daido

koro.pdf

51 豆が入ったお
かゆを調理し、
炊飯完了のお
知らせ音を聞
いてから蓋を
開けたところ
内容物（おか
ゆ）が飛び散っ
て火傷した。

圧力炊飯器 豆の皮が調圧
部（調圧弁、安
全弁）の穴を
塞いでしまっ
たために、内
部の圧力が高
くなってしま
い、その状態
の時に蓋を開
けたため内容
物が飛び散っ
た。

圧力炊飯器で
は豆料理をし
てはいけませ
ん。

○誤使用→や
けど

高い圧力を検
知

緊急通知/サー
ビス依存応答

N: ブ ザ ー
R1: 十分時
間を置くまで
近づかない

http:

//www.meti

.go.jp/pro

duct_safet

y/consumer

/pdf/daido

koro.pdf
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id 事例名 機器 原因 対策 事故経路と通
知のタイミン
グ

トリガー 通知と応答の
種類

通知と応答例 url

52 こんろのそば
を通った時に
体や荷物など
がつまみに当
たって意図せ
ずスイッチが
入り、こんろ
の上にあった
可燃物に延焼。

小形キッチン
ユニット用電
気こんろ

電気こんろの
上や周辺に可
燃物を置いて
いる。電気こ
んろの上や周
辺には絶対に
可燃物を置か
ない。つまみ
部分にカバー
がなく露出し
ているため、
意図せずスイ
ッチが入ってし
まう。

電気こんろの
上や周辺には
絶対に可燃物
を置かない。
つまみ部分に
カバーがなく
露出している
ため、意図せ
ずスイッチが
入ってしまう。
つまみ部分に
カバーのない
電気こんろを
使用されてい
る方は、メー
カー等が行う
無償改修を受
けてください。

誤使用→○発
火

発煙を検知 緊急通知/サー
ビス依存応答

N:ブ ザ ー
R1:離れる

http:

//www.meti

.go.jp/pro

duct_safet

y/consumer

/pdf/daido

koro.pdf

53 電子レンジの
庫内から異音
がして出火し
た。

電子レンジ 庫内に食品カ
スが付着して
いました。食
品カスに電波
が集中して炭
化し、発火し
た た め に カ
バーが焼けた
ものです。

庫内やドアに
汚れが付着す
ると発火する
ので、清掃し
てください。
食品の過熱は
発煙・発火の原
因になるので、
注意してくだ
さい

異物・汚染・吸
水&保守・設備
不良→○発煙

発煙を検知 緊急通知/サー
ビス依存応答

N:ブ ザ ー
R1:離れる

http://www.

meti.go.jp

/product_s

afety/cons

umer/pdf/k

itchen.pdf

54 ハ ン ド ミ キ
サーの刃の内
側に詰まった
調理物を取ろ
うとしたとこ
ろ、指を切っ
た。

ハ ン ド ミ キ
サー

電源プラグを
抜かず、電源
の入った状態
で料理用ハン
ドミキサーの
刃の内側につ
まった材料を
取ろうとした
ためです。

電源の入った
状態で手やス
プーン、ヘラ
などで触れな
いでください。
使っていない
ときは、電源
プラグを抜い
てください。

誤使用→けが × http://www.

meti.go.jp

/product_s

afety/cons

umer/pdf/k

itchen.pdf

55 揚げ物調理中、
その場を離れ
ていたら、温
度センサーが
作動せずに、
なべから発火
した。

IH 調理器 なべ底に反り
やくぼみがあ
ったため、温度
センサーが温
度を正常に検
知することが
できなくて発
火したもので
す。

なべ底に反り
やくぼみがあ
ると温度セン
サーが正常に
温度を検知で
きません。底
が平らなもの
を使ってくだ
さい。

誤使用→○発
火

発煙を検知 緊急通知/サー
ビス依存応答

N:ブ ザ ー
R1:離れる

http://www.

meti.go.jp

/product_s

afety/cons

umer/pdf/k

itchen.pdf

56 ガスこんろの
アルミ製汁受
けを使用して
発火

IH 調理器 点火不良や異
常燃焼により
火災になるこ
とがあります。

点火部や調理
油過熱防止装
置などをふさ
がないよう適
切に装着して
ください。

誤使用→○発
火

発煙を検知 緊急通知/サー
ビス依存応答

N:ブ ザ ー
R1:離れる

http://www.

meti.go.jp

/product_s

afety/cons

umer/pdf/k

itchen.pdf

57 ＩＨ調理器の
汚れ防止マッ
ト使用で、マッ
トや天ぷらな
べの油が異常
過熱で発火

IH 調理器 温度センサー
が温度を正常
に検知できな
くなり発火に
つながる場合
があります。

調理中はマッ
トを近づけな
い

誤使用→○発
火

発煙を検知 緊急通知/サー
ビス依存応答

N:ブ ザ ー
R1:離れる

http://www.

meti.go.jp

/product_s

afety/cons

umer/pdf/k

itchen.pdf

58 スマートフォ
ンのＡＣアダ
プターとマル
チタップの接
続部が焦げた。

スマートフォ
ン

電源プラグと
マルチタップ
の隙間に金属
製の異物が入
り込んだため
にショートし
たものです。

コネクターに
金属や、汗、飲
料水、ペットの
尿など液体を
付着させない。

誤使用&異物・
汚染・吸水→電
子部品・故障→
○発火

発煙を検知 緊急通知/サー
ビス依存応答

N:ブ ザ ー
R1:離れる

http://www.

meti.go.jp

/product_s

afety/cons

umer/pdf/s

umaho.pdf

59 携帯電話機と
Ａ Ｃ ア ダ プ
ターとの接続
部が溶けた。

スマートフォ
ン

携帯電話機の
接続端子内部
に塩素を含む
液 体 が 付 着
し た た め に
ショートした
ものです。

コネクターに
金属や、汗、飲
料水、ペットの
尿など液体を
付着させない。

誤使用&異物・
汚染・吸水→電
子部品・故障→
○発火

発煙を検知 緊急通知/サー
ビス依存応答

N:ブ ザ ー
R1:離れる

http://www.

meti.go.jp

/product_s

afety/cons

umer/pdf/s

umaho.pdf

60 スマートフォ
ンのＡＣアダ
プターから火
花が出て、指
にやけどを負
った。

スマートフォ
ン

コネクターに
無理な力を加
えて抜き差し
していたため
に変形が生じ、
ショートした
ものです。

コネクターを
接続するとき
は無理な力を
いれない。一
度変形したコ
ネクターは使
用しない。

誤使用&異物・
汚染・吸水→電
子部品・故障→
○発火

発煙を検知 緊急通知/サー
ビス依存応答

N:ブ ザ ー
R1:離れる

http://www.

meti.go.jp

/product_s

afety/cons

umer/pdf/s

umaho.pdf

61 ペットによる
事故も発生し
ています。ス
マートフォン
とペットに関
わる火災

スマートフォ
ン

尿をかけたり、
本体をかんだ
ために内蔵し
ている電池が
破裂し、火災
に

ペットの届か
ないところで
スマートフォ
ンを管理する

○保守・設置不
良→電子部品
故障→発火

ペット と ス
マートフォン
が近づく

呼び出し通知/
現場応答

N: ブ ザ ー
R1: 近づく
R2: ペット
と ス マ ー ト
フォンの距離
を取る

http://www.

meti.go.jp

/product_s

afety/cons

umer/pdf/s

umaho.pdf
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62 便 座 や 便 座
コードから火
が出る場合が
あります。

温水洗浄便座 便座のゴム足
が外れている、
ガタツキがあ
る。便座コー
ドがねじれた
り、便座で挟
み込んだりし
ている。便座
にひびや割れ
がある。便座
が異常に熱い
ときや、冷た
いときがある。

すぐに電源プ
ラグを抜いて、
止水栓を閉め
てください！点
検を依頼して
く だ さ い！

保守・設置不良
→○発火

発煙を検知 緊急通知/サー
ビス依存応答

N:ブ ザ ー
R1:離れる

http://www.

meti.go.jp

/product_s

afety/cons

umer/pdf/o

nsuisenjyo

benza.pdf

63 製品内部の電
子・電気部品
に水がかかり、
製品から火が
出る場合があ
ります。

温水洗浄便座 製品から水漏
れしている。
操作部のシー
ルがめくれた
り、ひび割れ
たりしている

すぐに電源プ
ラグを抜いて、
止水栓を閉め
てください！点
検を依頼して
く だ さ い！

経時劣化→○
発火

発煙を検知 緊急通知/サー
ビス依存応答

N:ブ ザ ー
R1:離れる

http://www.

meti.go.jp

/product_s

afety/cons

umer/pdf/o

nsuisenjyo

benza.pdf

64 電源コードや
コンセント部
から火が出る
場合がありま
す。

温水洗浄便座 電源コードが
熱くなってい
る。電源プラ
グの差込部が
発熱・変色して
いる。

すぐに電源プ
ラグを抜いて、
止水栓を閉め
てください！点
検を依頼して
く だ さ い！

経時劣化→○
発火

発煙を検知 緊急通知/サー
ビス依存応答

N:ブ ザ ー
R1:離れる

http://www.

meti.go.jp

/product_s

afety/cons

umer/pdf/o

nsuisenjyo

benza.pdf

65 熱いお湯が出
てやけど

温水洗浄便座 水漏れ 点検 経時劣化→○
発火

発煙を検知 緊急通知/サー
ビス依存応答

N:ブ ザ ー
R1:離れる

http://www.

meti.go.jp

/product_s

afety/cons

umer/pdf/o

nsuisenjyo

benza.pdf

66 漏電による感
電

温水洗浄便座 水漏れ 点検 経時劣化→○
感電

漏電を検知 緊急通知/サー
ビス依存応答

N:ブ ザ ー
R1:近 づ く
R2: 電源を
切る

http://www.

meti.go.jp

/product_s

afety/cons

umer/pdf/o

nsuisenjyo

benza.pdf

67 階下への漏水 温水洗浄便座 水漏れの継続 点検 経時劣化→○
漏水

漏水を検知 緊急通知/サー
ビス依存応答

N:ブ ザ ー
R1:近 づ く
R2: 水を片
付ける

http://www.

meti.go.jp

/product_s

afety/cons

umer/pdf/o

nsuisenjyo

benza.pdf

68 感電、火災 温水洗浄便座 間違った洗剤
の使い方 (プ
ラスチック部
分 に ク レ ン
ザー、研磨剤
入り洗剤、酸・
アルカリ性洗
剤、ベンジン
シンナー)

プラスチック
部分は専用ク
リーナーや薄
めた中性洗剤
を柔らかい布
に含ませて拭
き、さらに水
拭きをしてく
ださい。便器
用洗剤は、3分
以内に洗い流
す

誤使用→○感
電、発火

発煙、漏電を
検知

緊急通知/サー
ビス依存応答

N:ブ ザ ー
R1:離れる

http://www.

meti.go.jp

/product_s

afety/cons

umer/pdf/o

nsuisenjyo

benza.pdf

69 低温やけど 温水洗浄便座 便座に長時間
皮膚が触れて
いる、、温風乾
燥を同じ場所
に長く当てて
いる

温度調節など
にご注意くだ
さい。

○誤使用→や
けど

長時間使用を
検知

許容値外通知/
現場応答

N:ブ ザ ー
R1:便座から
離れる R2:
温度調整する

http://www.

meti.go.jp

/product_s

afety/cons

umer/pdf/o

nsuisenjyo

benza.pdf

70 出火事故 ウォー タ ー
サーバ

電源コード、
電源プラグ、電
気部品の異常、
ホコリがたま
っている

コンセントを
抜き、容器を
外し、点検を
受ける

異物・汚染・吸
水&保守・設備
不良→○発火

発煙を検知 緊急通知/サー
ビス依存応答

N:ブ ザ ー
R1:離れる

http://www.

meti.go.jp

/product_s

afety/cons

umer/pdf/w

ater.pdf

71 やけど ウォー タ ー
サーバ

小さい子供が
温水コックに
触れる

チャイルドロ
ック付きのも
のを使う。ウ
ォータサーバ
をゆすったり
倒したりしな
い。ウォータ
サーバの移動
は、コンセン
トを抜いてか
ら 30 分以上
放置してから。

誤使用→やけ
ど

× http://www.

meti.go.jp

/product_s

afety/cons

umer/pdf/w

ater.pdf

table continued on next page
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72 ハリケーン時
に発電機を屋
内で使用し一
酸化炭素中毒
になる

Portable
Genera-
tor(ガソリン
発電機)

酸素量の不足
により不完全
燃焼が起こっ
たため

発電機は外で
使う、ドアか
ら 20 フィー
ト離して使う、
雨が降りやむ
のを待ってか
ら使う

○ 誤 使 用 →
CO 発生

屋内での使用
を検知

許容値外通知/
復帰応答

N:ブ ザ ー
R1: 近づく
R2: 電源を
切る R3: 外
に動かす

https://ww

w.cpsc.gov

/s3fs-publ

ic/Hurrica

ne%20Safet

y%20tri-fol

d%20082818_

0.pdf?eTnp

y87MgYzm0s

SUkoT9XIM1q

3uV41Cz

73 濡れた環境で
発電機を使い
感電する

Portable
Genera-
tor(ガソリン
発電機)

水分を伝って
電気が流れた

湿気の多い場
所で使わない、
水たまりのあ
る場所で使わ
ない、ぬれた
手で触らない

○誤使用→感
電

湿気を感知 許容値外通知/
現場応答

N: ブ ザ ー
R1: 近づく
R2: 電源を
切る R3: 湿
気が収まる

https://ww

w.cpsc.gov

/s3fs-publ

ic/Portabl

e_Generato

r_Safety_A

lert_2017_

5123.pdf?5z

YC5oSH8WSN

eBNsFMGm1L

0J0.s1W07a

74 発電機の電力
を家の配線に
つなげたとこ
ろ、事業者や
近隣住民が感
電したり、家
庭用回路保護
装置を短絡さ
せた

Portable
Genera-
tor(ガソリン
発電機)

backfeeding(逆
給 電) が 起
こった。電力
線に再通電さ
れ、触ってい
る人が感電し
た。

直接接続しな
い。専用の住
宅用発電機を
使う。

○誤使用→感
電&発火

逆給電を感知 許容値外通知/
現場応答

N: ブ ザ ー
R1: 近づく
R2: 電源を
切る

https://ww

w.cpsc.gov

/s3fs-publ

ic/Portabl

e_Generato

r_Safety_A

lert_2017_

5123.pdf?5z

YC5oSH8WSN

eBNsFMGm1L

0J0.s1W07a
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付 録B 実装例

実装例は、「炊飯器の炊き上がり時の動作完了通知」である。通知と応答の組み合わせ
は炊飯器の取扱説明書1から図B.1のように判断する。通知そのものの発生は取扱説明書
の「ピーピーピーピー」というブザー音の記載から判断する。通知の発生条件は「炊き上
がり」という動作の終了を表す記載から判断する。通知後のユーザの行動、つまりユーザ
の応答は「ごはんをよくほぐす」という記載から判断する。

図 B.1: 炊飯器の取扱説明書

図B.2は、2.3節で示した通知と応答のマトリックス (図 2.6)上に、「炊飯器の炊き上が
り時の動作完了通知」を要求するアプリケーションがAPIを通して実行すべき引数を重
ね合わせたものである。この場合は、通知種が動作終了通知であり、応答種は暗黙応答及
び現場応答となる。

1http://www.sharp.co.jp/support/ricecooker/doc/kscf05a_mn.pdf?productId=KS-CF05A
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図 B.2: 通知と応答のマトリックスと、炊飯器の対応関係

今回の実装例で双方向通知応答基盤が行うべき役割は図B.3となる。アプリケーション
は基盤に通知を開始してもらい、その結果として応答の成否をもらう。また、ユーザは基
盤に繋がった炊飯器のブザーからアナウンス音を聞き、炊飯器に近づき、炊飯器のふたを
開ける。

図 B.3: 炊飯器の炊き上がり時の動作完了通知のユースケース図
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実機の構成は次の図B.4となる。用いた器具は次のとおりである。

• RaspberryPi2 TypeB

• ダンボール製の炊飯器を模したモデル

• 傾き (開閉)センサ SW520D

• 接近センサ HC-SR501

• ブザー HDB06LFPN

メインPCとデバイス管理をするRaspberryPi2はEthernetによる接続をしている。Rasp-
berryPi2と炊飯器モデルのセンサ及びブザーはGPIOによる接続をしている。Raspber-

ryPi2では EchonetLiteデバイスを構築できる humming2を用いている。これによってセ
ンサの生データをRaspberryPi2上でEchonetLiteの仕様に沿った形式に変更でき、Rasp-

berryPiのコンソールログ上で EchonetLiteデバイスとして発見したことを確認できる。

図 B.4: 実機の構成

2https://github.com/ymakino/humming
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今回の実装例におけるシーケンスを図B.5に示す。まず、炊飯器アプリから基盤に通知
要求を出す。基盤は炊飯器に取り付けた位置センサに対してユーザの接近を感知する命令
を出しておき、その後に、炊飯器内臓のブザーに音を鳴らす命令を出す。炊飯器内蔵のブ
ザーはユーザに音を伝える。位置センサがユーザの接近を感知する。位置センサは基盤に
接近があったことを知らせ、基盤内部で暗黙応答が完了したという情報を更新する。ユー
ザが炊飯器のふたを開けたことを炊飯器内臓の開閉センサが感知する。開閉センサは基
盤に開閉があったことを知らせ、基盤内部で現場応答が完了したという情報を更新する。
そして、基盤は炊飯器アプリに応答が完了したことを伝える。

図 B.5: 炊飯器の炊き上がり時の動作完了通知のシーケンス図
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本研究では通知応答を行うデバイス及びユーザのリアルタイムな動作及び行動を時間
制約付き状態遷移モデルを用いて実装を行った。これは、シーケンス図B.5で表した双方
向通知応答基盤のライフラインが実行状態である時、他のオブジェクトに対する命令を
どのような順序で行うか決定するためである。UPPAAL3は状態遷移をGUIでモデリング
でき、時間制約を満たしているかモデル検査できる4ソフトウェアである。今回モデル検
査は行わないが、制約違反するパスが存在しないような状態遷移モデルの作成が可能に
なる。図B.6はUPPAALで用いるモデルの凡例である。Triggerは、遷移に関連するイベ
ントを表す。Guardは、記述した条件が満たされる場合のみ遷移するパスを表す。Effect

は、実行するアクション (関数、代入処理など)を表す。Selectは、遷移時に数値を範囲か
ら選択し変数に代入する。Committed Locationは、時間経過や他の遷移よりも優先され
るノードを表す。Trigger?及び Trigger!について、?から!へイベント (フラグ)を伝達する
ことを表す。

図 B.6: UPPAALで用いる状態遷移モデルの凡例

3http://www.uppaal.org/
4長谷川哲夫, 田原康之, and 磯部祥尚. ”UPPAALによる性能モデル検証―リアルタイムシステムのモ

デル化とその検証 (トップエスイー実践講座).” (2012).
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図B.7は今回実装する「炊飯器の炊き上がり時の動作完了通知」の状態遷移図である。
中央の Platformは「炊飯器の炊き上がり時の動作完了通知」時の状態遷移であり、他の
全ての状態遷移を中継する機能がある。左上のBuzzerは炊飯器に設置したブザーの状態
遷移を表す。中央上のHumanDetectionSensorは炊飯器に設置した接近センサの状態遷移
を表す。右上のOpenCloseSensorは炊飯器に設置したふた開閉センサの状態遷移を表す。
左下の Smartphoneは炊飯器アプリ及び位置測位機能があるスマートフォンの状態遷移
を表す。なお今回の実装では、位置測位機能は常に屋内に固定してある。右下のUserは
「炊飯器の炊き上がり時の動作完了通知」に関わるユーザの状態遷移を表す。Platform・
Smartphone・Userは屋内と屋外両方を想定した状態遷移となっているが、プログラム上
では屋内の場合のみを実装した。

図 B.7: 「炊飯器の炊き上がり時の動作完了通知」の状態遷移
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状態遷移の実際の動作について、図B.7を分割しながら説明する。
図B.8はPlatformの左半分と Smartphoneの連携を表す。SmartphoneはLocSensingノー
ドからWaitノードへ移る時、devLocCh!トリガを Platformに伝播し状態の遷移を促す。
Platformは devLocCh?でトリガを受け付けると、devInOutの値に応じて Initialノード
からTriggerWaitInまたはTriggerWaitOutに遷移する。なお、devInOutが 0の時は測位
データが屋外であることを表し、1の時は屋内を表す。

図 B.8: デバイスの位置情報の伝達
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図B.9は Platformの左半分とUserの連携を表す。Platformは InitialノードからTrig-

gerWaitInまたはTriggerWaitOutノードへ移る時、locCh!トリガをUserに伝播し状態の
遷移を促す。Userは locCh?でトリガを受け付けると、inOutの値に応じて Initialノード
から InまたはOutノードに遷移する。なお、inOutが 0の時はユーザが屋外に居ること
を表し、1の時は屋内に居ることを表す。

図 B.9: ユーザの位置情報の伝達
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図 B.10は Platform・Buzzer・Smartphoneの連携を表す。Platformが通知の要求を受
け付けた時、trgCh!を Buzzerまたは Smartphoneに伝播し状態の遷移を促す。屋内に居
る時、Buzzerは trgCh?でトリガを受け付けると、Waitノードから Notifyノードに遷移
する。また屋外に居る時、Smartphoneは trgCh?でトリガを受け付けると、Waitノード
からNotifyノードに遷移する。
　Notifyノードに遷移した時、StateMachine系からResource系に、そしてResource系
からDevice系に通信が発生する。Device系は eBuzzerクラスまたは eSmartphoneクラス
を通じて音声を発生させる。
　なお、本来は炊飯器アプリとしての機能を持つはずの Smartphoneは、Platformに対し
て通知の要求を出すトリガを持ち、その情報を伝播すべきである。

図 B.10: 通知要求の伝達
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図B.11はPlatform・Buzzer・HumanDetectionSensor・OpenCloseSensor・Smartphone

の連携を表す。屋内に居る時、BuzzerがNotifyノードからEndノードに遷移する時、de-

vNotifyCh!トリガをPlatform・HumanDetectionSensor・OpenCloseSensorに伝播し状態の
遷移を促す。HumanDetectionSensorは devNotifyCh?でトリガを受け付けるとWaitノー
ドから Sensingノードに遷移する。OpenCloseSensorも同様に devNotifyCh?でトリガを受
け付けるとWaitノードから Sensingノードに遷移する。Platformは devNotifyCh?でトリ
ガを受け付けるとChekcNotifyInノードからCheckSenseInノードへ遷移する。
　また屋外に居る時、SmartphoneがNotifyノードから checkWatchノードに遷移する時、
devNotifyCh!をPlatformに伝播し状態の遷移を促す。Platformは devNotifyCh?でトリガ
を受け付けるとChekcNotifyOutノードからCheckSenseOutノードへ遷移する。
　 HumanDetectionSensorが Sensingノードに遷移した時、StateMachine系→ Resource

系→Device系に通信が発生し、接近センサがセンシングを始める。同様にOpenCloseSen-

sorも Sensingノードに遷移した時、開閉センサがセンシングを始める。Smartphoneも
checkWatchノードに遷移した時、通知画面のタップのセンシングを始める。

図 B.11: 通知後の応答開始要求の伝達
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図B.12はPlatformとUserの連携を表す。PlatformがCheckSenseInまたはChekcSense-

OutノードからCheckApproachRCまたはCheckWatchノードに遷移する時、notifyCh!ト
リガを Userに伝播し状態の遷移を促す。Userは notifyCh?でトリガを受け付けると、In

またはOutノードから SenseNotifyInまたは SenseNotifyOutノードに遷移する。
　 SenseNotifyInまたは SenseNotifyOutは反射的な応答を表すが、今回はその反応を必ず
行ったと仮定する。もし耳を澄ます動作や、体を傾けるといった反射的な行動をセンシン
グできるならば、そうしたセンサの状態遷移と連携すべきである。

図 B.12: PlatformからUserへの通知を受け取ったことの伝達
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図B.13はPlatform・HumanDetectionSensor・Smartphoneの連携を表す。屋内に居る時、
HumanDetectionSensorが SensingノードからDetectノードに遷移する時、devRes1Ch!ト
リガを Platformに伝播し状態の遷移を促す。Platformは devRes1Ch?でトリガを受け付
けると、CheckApproachRCノードからCheckOpenRCノードに遷移する。
　屋外に居る時、Smartphoneが checkWatchノードから Endノードに遷移する時、de-

vRes1Ch!トリガを Platformに伝播し状態の遷移を促す。Platformは devRes1Ch?でトリ
ガを受け付けると、CheckWatchノードから L1Endノードに遷移する。
　Device系で接近を感知した時、Device系→Resource系→ StateMachine系で通信が発
生し、HumanDetectionSensorの状態は SensingノードからDetectノードへと遷移する。
同様に Smartphoneの状態は checkWatchノードから Endノードへと遷移する。

図 B.13: 暗黙応答をセンサが感知した時の伝達
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図B.14はPlatformとUserの連携を表す。PlatformがCheckApproachRCまたはCheck-

Watchノードから CheckOpenRCまたは L1Endノードに遷移する時、res1Ch!トリガを
Userに伝播し状態の遷移を促す。Userは res1Ch?でトリガを受け付けると、SenseNoti-

fyInまたは SenseNotifyOutノードからApproachRCまたはWatchSPノードに遷移する。
　 Userの ApproachRCノードは暗黙応答としてユーザが炊飯器に近づいたことを表す。
また、WatchSPノードは暗黙応答としてユーザが画面を思わずタッチしたことを表す。

図 B.14: 暗黙応答完了の伝達
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図B.15はPlatformとOpenCloseSensorの連携を表す。OpenCloseSensorがSensingノー
ドからOpenノードに遷移する時、devRes2Ch!トリガをPlatformに伝播し状態の遷移を促
す。Platformは devRes2Ch?でトリガを受け付けると、CheckOpenRCノードから L2End

ノードに遷移する。
　Device系でふたの開閉した時、Device系→Resource系→ StateMachine系で通信が発
生し、OpenCloseSensorの状態は SensingノードからOpenノードへと遷移する。

図 B.15: 現場応答をセンサが感知した時の伝達
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図B.16はPlatformとUserの連携を表す。PlatformがCheckOpenRCノードからL2End

ノードに遷移する時、res2Ch!トリガをUserに伝播し状態の遷移を促す。Userは res2Ch?

でトリガを受け付けると、ApproachRCノードからOpenRCノードに遷移する。
　UserのOpenRCノードは現場応答としてユーザが炊飯器のふたを開けたことを表す。

図 B.16: 現場応答完了の伝達
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図B.8、B.9、B.10、B.11、B.12、B.13、B.14、B.15、B.16で見てきた状態遷移は成功
パターンのみである。しかし、図B.17の四角で囲った部分のように、Ptimeが 200に達し
た場合はタイムアウトするような設計とした。これによって暗黙応答のみを行ったのか、
現場応答まで行ったのかを判断することができるようになった。

図 B.17: タイムアウトが発生した時の遷移

次ページより双方向通知応答基盤の実行結果ログを表示する。このログは屋内にいる
時「炊飯器の炊き上がり時の動作完了通知」が起こり、ユーザが想定する行動を正しく
取った場合の表示文字列である。赤文字が Device系、黄文字が Resource系、青文字が
StateMachine系である。なお、表示タイミングが前後している箇所があるので、注意さ
れたい。
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1. log4j:WARN No appenders could be found for logger (Jena). 
2. log4j:WARN Please initialize the log4j system properly. 
3. log4j:WARN See http://logging.apache.org/log4j/1.2/faq.html#noconfig for more info. 

4. 12月 26, 2018 8:42:26 午後 inr.DeviceManager loop 

5. 情報: -------------------Loop program started-------------------------- 

6. 12月 26, 2018 8:42:26 午後 inr.DeviceManager$1 run 

7. 情報: Run: 1 
8. ------------------RUN: 1 ------------------ 

9. 12月 26, 2018 8:42:26 午後 echowand.service.Core startService 

10. 警告: subnet has already started 
11. @prefix seas:  <https://w3id.org/seas/> . 
12. @prefix owl:   <http://www.w3.org/2002/07/owl#> . 
13. @prefix rdf:   <http://www.w3.org/1999/02/22-rdf-syntax-ns#> . 
14. @prefix xsd:   <http://www.w3.org/2001/XMLSchema#> . 
15. @prefix base_ontology: 

<https://git.onem2m.org/MAS/BaseOntology/raw/master/base_ontology.owl#> . 
16. @prefix rdfs:  <http://www.w3.org/1999/02/22-rdf-syntax-ns#> . 
17. @prefix inr:   <http://ontology.jaist.ac.jp/kousuke/INR#> . 

18. 12月 26, 2018 8:42:27 午後 jaist.tanlab.rm.monitor.Monitor detectEOJs 

19. 情報: detectEOJs: 192.168.2.104: [0ef001, 000701, 03bb01, 02a001] 

20. 12月 26, 2018 8:42:27 午後 jaist.tanlab.rm.monitor.Monitor detectEOJs 

21. 情報: Add a new entry: Entry(192.168.2.104, 0ef001, Fresh) 

22. 12月 26, 2018 8:42:27 午後 jaist.tanlab.rm.monitor.Monitor detectEOJs 

23. 情報: Add a new entry: Entry(192.168.2.104, 000701, Fresh) 

24. 12月 26, 2018 8:42:27 午後 jaist.tanlab.rm.monitor.Monitor detectEOJs 

25. 情報: Add a new entry: Entry(192.168.2.104, 03bb01, Fresh) 

26. 12月 26, 2018 8:42:27 午後 jaist.tanlab.rm.monitor.Monitor detectEOJs 

27. 情報: Add a new entry: Entry(192.168.2.104, 02a001, Fresh) 

28. 12月 26, 2018 8:42:27 午後 inr.DeviceManager$2 detectEOJsJoined 

29. 情報: ----ECHONET Interface Monitoring Joined EOJ: 192.168.2.104 [0ef001, 000701, 03bb01, 
02a001] 

30. 2018-12-26T20:42:27.32299Z 
31.       Creating HumanDetectionSensor object from ECHONET frame... 
32. 2018-12-26T20:42:27.32551Z 
33.       Creating RiceCooker object from ECHONET frame... 
34. 2018-12-26T20:42:27.47607Z 
35.       Creating Buzzer object from ECHONET frame... 
36. 2018-12-26T20:42:27.48130Z 

37. 12月 26, 2018 8:42:27 午後 inr.DeviceManager$2 detectEOJsJoined 

38. 情報: DeviceListSize  = 1 

39. 12月 26, 2018 8:42:27 午後 jaist.tanlab.rm.monitor.Monitor detectEOJs 

40. 情報: detectEOJs: 192.168.2.101: [0ef001] 

41. 12月 26, 2018 8:42:27 午後 jaist.tanlab.rm.monitor.Monitor detectEOJs 

42. 情報: Add a new entry: Entry(192.168.2.101, 0ef001, Fresh) 

43. 12月 26, 2018 8:42:27 午後 inr.DeviceManager$2 detectEOJsJoined 

44. 情報: ----ECHONET Interface Monitoring Joined EOJ: 192.168.2.101 [0ef001] 
45. 2018-12-26T20:42:27.48897Z 

46. 12月 26, 2018 8:42:27 午後 inr.DeviceManager$2 detectEOJsJoined 

47. 情報: DeviceListSize  = 2 
48. human detection status GET: exist 
49. Node:192.168.2.104@EOJ:000701 {EPC:0x81, EDT: 0x19}=={InstallationLocation:Kitchen} 
50. cover open/close status GET: closing 
51. Node:192.168.2.104@EOJ:03bb01 {EPC:0x81, EDT: 0x19}=={InstallationLocation:Kitchen} 
52. Sound generation setting GET: disable 
53. soundGenerationSetting is buzzer disabled 
54. Node:192.168.2.104@EOJ:02a001 {EPC:0x81, EDT: 0x19}=={InstallationLocation:Kitchen} 
55. human detection status OBSERVE: not found 

56. 12月 26, 2018 8:42:31 午後 inr.DeviceManager$1 run 

57. 情報: Run: 2 
58. ------------------RUN: 2 ------------------ 
59. @prefix seas:  <https://w3id.org/seas/> . 

71



60. @prefix owl:   <http://www.w3.org/2002/07/owl#> . 
61. @prefix rdf:   <http://www.w3.org/1999/02/22-rdf-syntax-ns#> . 
62. @prefix xsd:   <http://www.w3.org/2001/XMLSchema#> . 
63. @prefix base_ontology: 

<https://git.onem2m.org/MAS/BaseOntology/raw/master/base_ontology.owl#> . 
64. @prefix rdfs:  <http://www.w3.org/1999/02/22-rdf-syntax-ns#> . 
65. @prefix inr:   <http://ontology.jaist.ac.jp/kousuke/INR#> . 
66.  
67. inr:Environment0  a  inr:Environment ; 
68.         inr:hasZone  seas:Kitchen . 
69.  
70. base_ontology:Buzzer_192.168.2.104_1_2018-12-26T20:42:27.48130Z 
71.         a              base_ontology:Buzzer , base_ontology:Device ; 
72.         inr:locatedIn  inr:Environment0 ; 
73.         base_ontology:hasOperationStatus 
74.                 "ON" ; 
75.         base_ontology:hasSoundGenerationSetting 
76.                 "buzzer disabled" . 
77.  
78. seas:Kitchen  a  seas:Zone . 
79.  
80. base_ontology:HumanDetectionSensor_192.168.2.104_1_2018-12-26T20:42:27.32551Z 
81.         a              base_ontology:HumanDetectionSensor , base_ontology:Device ; 
82.         inr:locatedIn  inr:Environment0 ; 
83.         base_ontology:hasHumanDetectionStatus 
84.                 "not detected" ; 
85.         base_ontology:hasOperationStatus 
86.                 "ON" . 
87.  
88. base_ontology:RiceCooker_192.168.2.104_1_2018-12-26T20:42:27.47607Z 
89.         a              base_ontology:RiceCooker , base_ontology:Device ; 
90.         inr:locatedIn  inr:Environment0 ; 
91.         base_ontology:hasCoverOpenCloseStatus 
92.                 "cover close" ; 
93.         base_ontology:hasOperationStatus 
94.                 "ON" . 
95. Start app! 
96. (NOW STATE : Smartphone.Initial) go LocSensing < auto 
97. ENTER STATE     : Smartphone.LocSensing 
98. (NOW STATE : Smartphone.LocSensing) go LocSensingCommit < auto 
99. ENTER STATE     : Smartphone.LocSensingCommit 
100. setDevInOut("devIn") < setDevInOut 
101. (NOW STATE : Smartphone.LocSensingCommit) go Wait < auto 
102. ENTER STATE     : Smartphone.Wait 
103. channelSendDevLoc("SRiceCooker") < channelSendDevLoc 
104. channelReceiveDevLoc() < channelReceiveDevLoc 
105. (NOW STATE : Platform.Initial) go InCommit < devLoc 
106. setInOut("in") < setInOut 
107. ENTER STATE     : Platform.InCommit 
108. (NOW STATE : Platform.InCommit) go TriggerWaitIn < auto 
109. ENTER STATE     : Platform.TriggerWaitIn 
110. channelSendLoc("SHuman") < channelSendLoc 
111. channelReceiveLoc() < channelReceiveLoc 
112. (NOW STATE : Human.Initial) go In < locate 
113. ENTER STATE     : Human.In 
114. ---locationSense! 0--- 
115. (NOW STATE : Buzzer.Initial) go Wait < activate 
116. (NOW STATE : Smartphone.Wait) go LocSensing < sense 
117. ENTER STATE     : Buzzer.Wait 
118. ENTER STATE     : Smartphone.LocSensing 
119. (NOW STATE : HumanDetectionSensor.Initial) go Wait < activate 
120. (NOW STATE : Smartphone.LocSensing) go LocSensingCommit < auto 
121. ENTER STATE     : HumanDetectionSensor.Wait 
122. ENTER STATE     : Smartphone.LocSensingCommit 
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123. (NOW STATE : Smartphone.LocSensingCommit) go Wait < auto 
124. ENTER STATE     : Smartphone.Wait 
125. (NOW STATE : OpenCloseSensor.Initial) go Wait < activate 
126. ENTER STATE     : OpenCloseSensor.WaitchannelSendDevLoc("SRiceCooker") < 

channelSendDevLoc 
127.  
128. channelReceiveDevLoc() < channelReceiveDevLoc 
129. (NOW STATE : Platform.TriggerWaitIn) don't move < devLoc 
130. ENTER STATE     : Platform.TriggerWaitIn 
131. (NOW STATE : Platform.TriggerWaitIn) don't move < auto 
132. ENTER STATE     : Platform.TriggerWaitIn 
133. channelSendLoc("SHuman") < channelSendLoc 
134. channelReceiveLoc() < channelReceiveLoc 
135. (NOW STATE : Human.In) don't move < locate 
136. ENTER STATE     : Human.In 
137. ------------------RUN: 3 ------------------ 

138. 12月 26, 2018 8:42:36 午後 inr.DeviceManager$1 run 

139. 情報: Run: 3 
140. @prefix seas:  <https://w3id.org/seas/> . 
141. @prefix owl:   <http://www.w3.org/2002/07/owl#> . 
142. @prefix rdf:   <http://www.w3.org/1999/02/22-rdf-syntax-ns#> . 
143. @prefix xsd:   <http://www.w3.org/2001/XMLSchema#> . 
144. @prefix base_ontology: 

<https://git.onem2m.org/MAS/BaseOntology/raw/master/base_ontology.owl#> . 
145. @prefix rdfs:  <http://www.w3.org/1999/02/22-rdf-syntax-ns#> . 
146. @prefix inr:   <http://ontology.jaist.ac.jp/kousuke/INR#> . 
147.  
148. base_ontology:RiceCooker_192.168.2.104_1_2018-12-26T20:42:27.47607Z 
149.         a              base_ontology:RiceCooker , base_ontology:Device ; 
150.         inr:locatedIn  inr:Environment0 ; 
151.         base_ontology:hasCoverOpenCloseStatus 
152.                 "cover close" ; 
153.         base_ontology:hasOperationStatus 
154.                 "ON" . 
155.  
156. inr:Response1  a     inr:Response ; 
157.         inr:control  base_ontology:RiceCooker_192.168.2.104_1_2018-12-

26T20:42:27.47607Z ; 
158.         inr:need     base_ontology:RiceCooker . 
159.  
160. base_ontology:Buzzer_192.168.2.104_1_2018-12-26T20:42:27.48130Z 
161.         a              base_ontology:Buzzer , base_ontology:Device ; 
162.         inr:locatedIn  inr:Environment0 ; 
163.         base_ontology:hasOperationStatus 
164.                 "ON" ; 
165.         base_ontology:hasSoundGenerationSetting 
166.                 "buzzer disabled" . 
167.  
168. inr:tapPopup  a        inr:Task ; 
169.         inr:hasTarget  base_ontology:Smartphone0 . 
170.  
171. inr:Response0  a     inr:Response ; 
172.         inr:control  base_ontology:HumanDetectionSensor_192.168.2.104_1_2018-12-

26T20:42:27.32551Z ; 
173.         inr:need     base_ontology:HumanDetectionSensor . 
174.  
175. inr:taro  a            inr:User ; 
176.         inr:locatedIn  inr:Environment0 ; 
177.         inr:useApp     inr:App16999 . 
178.  
179. inr:open  a            inr:Task ; 
180.         inr:hasTarget  inr:RiceCooker . 
181.  
182. inr:RiceCooker  a  inr:AimObject . 
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183.  
184. inr:approach  a        inr:Task ; 
185.         inr:hasTarget  inr:RiceCooker . 
186.  
187. seas:Kitchen  a  seas:Zone . 
188.  
189. inr:Complete  a  inr:Genre . 
190.  
191. inr:ReadyRice  a  inr:Trigger . 
192.  
193. inr:Notification0  a  inr:Notification ; 
194.         inr:control  base_ontology:Buzzer_192.168.2.104_1_2018-12-

26T20:42:27.48130Z ; 
195.         inr:need     base_ontology:Buzzer . 
196.  
197. base_ontology:HumanDetectionSensor_192.168.2.104_1_2018-12-26T20:42:27.32551Z 
198.         a              base_ontology:HumanDetectionSensor , base_ontology:Device ; 
199.         inr:locatedIn  inr:Environment0 ; 
200.         base_ontology:hasHumanDetectionStatus 
201.                 "not detected" ; 
202.         base_ontology:hasOperationStatus 
203.                 "ON" . 
204.  
205. inr:Linker0  a               inr:Linker ; 
206.         inr:hasNotification  inr:Notification0 ; 
207.         inr:hasResponse      inr:Response1 , inr:Response0 . 
208.  
209. inr:Environment0  a  inr:Environment ; 
210.         inr:hasZone  seas:Kitchen . 
211.  
212. inr:Goal0  a              inr:Goal ; 
213.         inr:archived      "not started" ; 
214.         inr:hasAimObject  inr:RiceCooker ; 
215.         inr:hasGenre      inr:Complete ; 
216.         inr:hasLinker     inr:Linker0 ; 
217.         inr:hasTask       inr:tapPopup , inr:open , inr:approach ; 
218.         inr:hasTrigger    inr:ReadyRice . 
219.  
220. inr:App16999  a  inr:App . 
221.  
222. base_ontology:Smartphone0 
223.         a       base_ontology:Smartphone , base_ontology:Device . 
224. alert! 
225. ---send trigger!--- 
226. triggerIn() < triggerIn 
227. (NOW STATE : Platform.TriggerWaitIn) go CheckNotifyIn < notifyTrigger 
228. ENTER STATE     : Platform.CheckNotifyIn 
229. channelSendTrigger("SBuzzer") < channelSendTrigger 
230. channelReceiveTrigger() < channelReceiveTrigger 
231. (NOW STATE : Buzzer.Wait) go Commit < soundStart 
232. ENTER STATE     : Buzzer.Commit 
233. (NOW STATE : Buzzer.Commit) go Notify < auto 
234. ENTER STATE     : Buzzer.Notify 
235. ---soundOn--- 
236. changeRDFtoE 
237. set Data! 
238. value is buzzer enabled ENABLE=buzzer enabledDISABLE=buzzer disabled 
239. Sound generation setting SET: enabled 
240. channelSendDevNotify("SRiceCooker") < channelSendDevNotify 
241. channelReceiveDevNotify() < channelReceiveDevNotify 
242. (NOW STATE : Platform.CheckNotifyIn) go CheckSenseIn < devNotify 
243. ENTER STATE     : Platform.CheckSenseIn 
244. (NOW STATE : Platform.CheckSenseIn) go CheckApproachRC < auto 
245. ENTER STATE     : Platform.CheckApproachRC 
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246. channelSendNotify("SHuman") < channelSendNotify 
247. channelReceiveNotify() < channelReceiveNotify 
248. (NOW STATE : Human.In) go SenseNotificationIn < senseNotification 
249. ENTER STATE     : Human.SenseNotificationIn 
250. channelSendTrigger("SHumanDetectionSensor") < channelSendTrigger 
251. channelReceiveTrigger() < channelReceiveTrigger 
252. (NOW STATE : HumanDetectionSensor.Wait) go Sensing < humanSearch 
253. ENTER STATE     : HumanDetectionSensor.Sensing 
254. channelSendTrigger("SOpenCloseSensor") < channelSendTrigger 
255. channelReceiveTrigger() < channelReceiveTrigger 
256. (NOW STATE : OpenCloseSensor.Wait) go Sensing < openTrack 
257. ENTER STATE     : OpenCloseSensor.Sensing 
258. PREFIX :      <http://ontology.jaist.ac.jp/kousuke/INR#> 
259. PREFIX inr:   <http://ontology.jaist.ac.jp/kousuke/INR#> 
260. PREFIX base_ontology: 

<https://git.onem2m.org/MAS/BaseOntology/raw/master/base_ontology.owl#> 
261. PREFIX seas:  <https://w3id.org/seas/> 
262. PREFIX owl:   <http://www.w3.org/2002/07/owl#> 
263. PREFIX rdf:   <http://www.w3.org/1999/02/22-rdf-syntax-ns#> 
264. PREFIX rdfs:  <http://www.w3.org/2000/01/rdf-schema#> 
265. PREFIX xsd:   <http://www.w3.org/2001/XMLSchema#> 
266. Delete {<http://ontology.jaist.ac.jp/kousuke/INR#Goal0> 

<http://ontology.jaist.ac.jp/kousuke/INR#archived> ?any} 
267. WHERE 
268. {<http://ontology.jaist.ac.jp/kousuke/INR#Goal0> 

<http://ontology.jaist.ac.jp/kousuke/INR#archived> ?any} 
269. Sound generation setting OBSERVE: enable 
270. soundGenerationSetting is buzzer enabled 
271. human detection status GET: not exist 
272. cover open/close status GET: closing 
273. Sound generation setting GET: enable 
274. soundGenerationSetting is buzzer enabled 
275. human detection status OBSERVE: found 

276. 12月 26, 2018 8:42:41 午後 inr.DeviceManager$1 run 

277. 情報: Run: 4 
278. ------------------RUN: 4 ------------------ 
279. @prefix seas:  <https://w3id.org/seas/> . 
280. @prefix owl:   <http://www.w3.org/2002/07/owl#> . 
281. @prefix rdf:   <http://www.w3.org/1999/02/22-rdf-syntax-ns#> . 
282. @prefix xsd:   <http://www.w3.org/2001/XMLSchema#> . 
283. @prefix base_ontology: 

<https://git.onem2m.org/MAS/BaseOntology/raw/master/base_ontology.owl#> . 
284. @prefix rdfs:  <http://www.w3.org/1999/02/22-rdf-syntax-ns#> . 
285. @prefix inr:   <http://ontology.jaist.ac.jp/kousuke/INR#> . 
286.  
287. base_ontology:RiceCooker_192.168.2.104_1_2018-12-26T20:42:27.47607Z 
288.         a              base_ontology:RiceCooker , base_ontology:Device ; 
289.         inr:locatedIn  inr:Environment0 ; 
290.         base_ontology:hasCoverOpenCloseStatus 
291.                 "cover close" ; 
292.         base_ontology:hasOperationStatus 
293.                 "ON" . 
294.  
295. inr:Response1  a     inr:Response ; 
296.         inr:control  base_ontology:RiceCooker_192.168.2.104_1_2018-12-

26T20:42:27.47607Z ; 
297.         inr:need     base_ontology:RiceCooker . 
298.  
299. base_ontology:Buzzer_192.168.2.104_1_2018-12-26T20:42:27.48130Z 
300.         a              base_ontology:Buzzer , base_ontology:Device ; 
301.         inr:locatedIn  inr:Environment0 ; 
302.         base_ontology:hasOperationStatus 
303.                 "ON" ; 
304.         base_ontology:hasSoundGenerationSetting 
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305.                 "buzzer enabled" . 
306.  
307. inr:tapPopup  a        inr:Task ; 
308.         inr:hasTarget  base_ontology:Smartphone0 . 
309.  
310. inr:Response0  a     inr:Response ; 
311.         inr:control  base_ontology:HumanDetectionSensor_192.168.2.104_1_2018-12-

26T20:42:27.32551Z ; 
312.         inr:need     base_ontology:HumanDetectionSensor . 
313.  
314. inr:taro  a            inr:User ; 
315.         inr:locatedIn  inr:Environment0 ; 
316.         inr:useApp     inr:App16999 . 
317.  
318. inr:open  a            inr:Task ; 
319.         inr:hasTarget  inr:RiceCooker . 
320.  
321. inr:RiceCooker  a  inr:AimObject . 
322.  
323. inr:approach  a        inr:Task ; 
324.         inr:hasTarget  inr:RiceCooker . 
325.  
326. seas:Kitchen  a  seas:Zone . 
327.  
328. inr:Complete  a  inr:Genre . 
329.  
330. inr:ReadyRice  a  inr:Trigger . 
331.  
332. inr:Notification0  a  inr:Notification ; 
333.         inr:control  base_ontology:Buzzer_192.168.2.104_1_2018-12-

26T20:42:27.48130Z ; 
334.         inr:need     base_ontology:Buzzer . 
335.  
336. base_ontology:HumanDetectionSensor_192.168.2.104_1_2018-12-26T20:42:27.32551Z 
337.         a              base_ontology:HumanDetectionSensor , base_ontology:Device ; 
338.         inr:locatedIn  inr:Environment0 ; 
339.         base_ontology:hasHumanDetectionStatus 
340.                 "detected" ; 
341.         base_ontology:hasOperationStatus 
342.                 "ON" . 
343.  
344. inr:Linker0  a               inr:Linker ; 
345.         inr:hasNotification  inr:Notification0 ; 
346.         inr:hasResponse      inr:Response1 , inr:Response0 . 
347.  
348. inr:Environment0  a  inr:Environment ; 
349.         inr:hasZone  seas:Kitchen . 
350.  
351. inr:Goal0  a              inr:Goal ; 
352.         inr:archived      "wait response" ; 
353.         inr:hasAimObject  inr:RiceCooker ; 
354.         inr:hasGenre      inr:Complete ; 
355.         inr:hasLinker     inr:Linker0 ; 
356.         inr:hasTask       inr:tapPopup , inr:open , inr:approach ; 
357.         inr:hasTrigger    inr:ReadyRice . 
358.  
359. inr:App16999  a  inr:App . 
360.  
361. base_ontology:Smartphone0 
362.         a       base_ontology:Smartphone , base_ontology:Device . 
363. cover open/close status OBSERVE: opened 
364. (NOW STATE : HumanDetectionSensor.Sensing) go Detect < detect 
365. ENTER STATE     : HumanDetectionSensor.Detect 
366. channelSendDevRes1("SRiceCooker") < channelSendDevRes1 
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367. channelReceiveDevRes1() < channelReceiveDevRes1 
368. (NOW STATE : Platform.CheckApproachRC) go Res1InCommit < devRes1 
369. ENTER STATE     : Platform.Res1InCommit 
370. (NOW STATE : Platform.Res1InCommit) go CheckOpenRC < auto 
371. ENTER STATE     : Platform.CheckOpenRC 
372. channelSendRes1("SHuman") < channelSendRes1 
373. channelReceiveRes1() < channelReceiveRes1 
374. (NOW STATE : Human.SenseNotificationIn) go ApproachRC < res1 
375. ENTER STATE     : Human.ApproachRC 
376. PREFIX :      <http://ontology.jaist.ac.jp/kousuke/INR#> 
377. PREFIX inr:   <http://ontology.jaist.ac.jp/kousuke/INR#> 
378. PREFIX base_ontology: 

<https://git.onem2m.org/MAS/BaseOntology/raw/master/base_ontology.owl#> 
379. PREFIX seas:  <https://w3id.org/seas/> 
380. PREFIX owl:   <http://www.w3.org/2002/07/owl#> 
381. PREFIX rdf:   <http://www.w3.org/1999/02/22-rdf-syntax-ns#> 
382. PREFIX rdfs:  <http://www.w3.org/2000/01/rdf-schema#> 
383. PREFIX xsd:   <http://www.w3.org/2001/XMLSchema#> 
384. Delete {<http://ontology.jaist.ac.jp/kousuke/INR#Goal0> 

<http://ontology.jaist.ac.jp/kousuke/INR#archived> ?any} 
385. WHERE 
386. {<http://ontology.jaist.ac.jp/kousuke/INR#Goal0> 

<http://ontology.jaist.ac.jp/kousuke/INR#archived> ?any} 
387. human detection status OBSERVE: not found 
388. ---locationSense! 1---ENTER STATE     : Smartphone.LocSensing 
389. (NOW STATE : Smartphone.Wait) go LocSensing < sense 
390. (NOW STATE : Smartphone.LocSensing) go LocSensingCommit < auto 
391. (NOW STATE : Smartphone.LocSensingCommit) go Wait < auto 
392. channelSendDevLoc("SRiceCooker") < channelSendDevLoc 
393. channelReceiveDevLoc() < channelReceiveDevLoc 
394. (NOW STATE : Platform.CheckOpenRC) don't move < devLoc 
395. (NOW STATE : Platform.CheckOpenRC) don't move < auto 
396. channelSendLoc("SHuman") < channelSendLoc 
397. channelReceiveLoc() < channelReceiveLoc 
398. (NOW STATE : Human.ApproachRC) don't move < locate 
399.  
400. ENTER STATE     : Smartphone.LocSensingCommit 
401. ENTER STATE     : Smartphone.Wait 
402. ENTER STATE     : Platform.CheckOpenRC 
403. ENTER STATE     : Platform.CheckOpenRC 
404. ENTER STATE     : Human.ApproachRC 

405. 12月 26, 2018 8:42:46 午後 inr.DeviceManager$1 run 

406. 情報: Run: 5 
407. ------------------RUN: 5 ------------------ 
408. @prefix seas:  <https://w3id.org/seas/> . 
409. @prefix owl:   <http://www.w3.org/2002/07/owl#> . 
410. @prefix rdf:   <http://www.w3.org/1999/02/22-rdf-syntax-ns#> . 
411. @prefix xsd:   <http://www.w3.org/2001/XMLSchema#> . 
412. @prefix base_ontology: 

<https://git.onem2m.org/MAS/BaseOntology/raw/master/base_ontology.owl#> . 
413. @prefix rdfs:  <http://www.w3.org/1999/02/22-rdf-syntax-ns#> . 
414. @prefix inr:   <http://ontology.jaist.ac.jp/kousuke/INR#> . 
415.  
416. base_ontology:RiceCooker_192.168.2.104_1_2018-12-26T20:42:27.47607Z 
417.         a              base_ontology:RiceCooker , base_ontology:Device ; 
418.         inr:locatedIn  inr:Environment0 ; 
419.         base_ontology:hasCoverOpenCloseStatus 
420.                 "cover open" ; 
421.         base_ontology:hasOperationStatus 
422.                 "ON" . 
423.  
424. inr:Response1  a     inr:Response ; 
425.         inr:control  base_ontology:RiceCooker_192.168.2.104_1_2018-12-

26T20:42:27.47607Z ; 
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426.         inr:need     base_ontology:RiceCooker . 
427.  
428. base_ontology:Buzzer_192.168.2.104_1_2018-12-26T20:42:27.48130Z 
429.         a              base_ontology:Buzzer , base_ontology:Device ; 
430.         inr:locatedIn  inr:Environment0 ; 
431.         base_ontology:hasOperationStatus 
432.                 "ON" ; 
433.         base_ontology:hasSoundGenerationSetting 
434.                 "buzzer enabled" . 
435.  
436. inr:tapPopup  a        inr:Task ; 
437.         inr:hasTarget  base_ontology:Smartphone0 . 
438.  
439. inr:Response0  a     inr:Response ; 
440.         inr:control  base_ontology:HumanDetectionSensor_192.168.2.104_1_2018-12-

26T20:42:27.32551Z ; 
441.         inr:need     base_ontology:HumanDetectionSensor . 
442.  
443. inr:taro  a            inr:User ; 
444.         inr:locatedIn  inr:Environment0 ; 
445.         inr:useApp     inr:App16999 . 
446.  
447. inr:open  a            inr:Task ; 
448.         inr:hasTarget  inr:RiceCooker . 
449.  
450. inr:RiceCooker  a  inr:AimObject . 
451.  
452. inr:approach  a        inr:Task ; 
453.         inr:hasTarget  inr:RiceCooker . 
454.  
455. seas:Kitchen  a  seas:Zone . 
456.  
457. inr:Complete  a  inr:Genre . 
458.  
459. inr:ReadyRice  a  inr:Trigger . 
460.  
461. inr:Notification0  a  inr:Notification ; 
462.         inr:control  base_ontology:Buzzer_192.168.2.104_1_2018-12-

26T20:42:27.48130Z ; 
463.         inr:need     base_ontology:Buzzer . 
464.  
465. base_ontology:HumanDetectionSensor_192.168.2.104_1_2018-12-26T20:42:27.32551Z 
466.         a              base_ontology:HumanDetectionSensor , base_ontology:Device ; 
467.         inr:locatedIn  inr:Environment0 ; 
468.         base_ontology:hasHumanDetectionStatus 
469.                 "not detected" ; 
470.         base_ontology:hasOperationStatus 
471.                 "ON" . 
472.  
473. inr:Linker0  a               inr:Linker ; 
474.         inr:hasNotification  inr:Notification0 ; 
475.         inr:hasResponse      inr:Response1 , inr:Response0 . 
476.  
477. inr:Environment0  a  inr:Environment ; 
478.         inr:hasZone  seas:Kitchen . 
479.  
480. inr:Goal0  a              inr:Goal ; 
481.         inr:archived      "L1" ; 
482.         inr:hasAimObject  inr:RiceCooker ; 
483.         inr:hasGenre      inr:Complete ; 
484.         inr:hasLinker     inr:Linker0 ; 
485.         inr:hasTask       inr:tapPopup , inr:open , inr:approach ; 
486.         inr:hasTrigger    inr:ReadyRice . 
487.  
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488. inr:App16999  a  inr:App . 
489.  
490. base_ontology:Smartphone0 
491.         a       base_ontology:Smartphone , base_ontology:Device . 
492. ---soundOff--- 
493. changeRDFtoE 
494. set Data! 
495. value is buzzer disabled ENABLE=buzzer enabledDISABLE=buzzer disabled 
496. Sound generation setting SET: disabled 
497. (NOW STATE : Buzzer.Notify) go End < soundEnd 
498. ENTER STATE     : Buzzer.End 
499. Sound generation setting OBSERVE: disable 
500. soundGenerationSetting is buzzer disabled 
501. human detection status GET: not exist 
502. cover open/close status GET: opening 
503. Sound generation setting GET: disable 
504. soundGenerationSetting is buzzer disabled 
505. human detection status OBSERVE: found 
506. >>>opened() < opened 
507. ENTER STATE     : OpenCloseSensor.Open 
508. (NOW STATE : OpenCloseSensor.Sensing) go Open < open 
509. channelSendDevRes2("SRiceCooker") < channelSendDevRes2 
510. channelReceiveDevRes2() < channelReceiveDevRes2 
511. (NOW STATE : Platform.CheckOpenRC) go Res2InCommit < devRes2 
512. (NOW STATE : Platform.Res2InCommit) go L2End < auto 
513. channelSendRes2("SHuman") < channelSendRes2 
514. channelReceiveRes2() < channelReceiveRes2 
515. (NOW STATE : Human.ApproachRC) go OpenRC < res2 
516. PREFIX :      <http://ontology.jaist.ac.jp/kousuke/INR#> 
517. PREFIX inr:   <http://ontology.jaist.ac.jp/kousuke/INR#> 
518. PREFIX base_ontology: 

<https://git.onem2m.org/MAS/BaseOntology/raw/master/base_ontology.owl#> 
519. PREFIX seas:  <https://w3id.org/seas/> 
520. PREFIX owl:   <http://www.w3.org/2002/07/owl#> 
521. PREFIX rdf:   <http://www.w3.org/1999/02/22-rdf-syntax-ns#> 
522. PREFIX rdfs:  <http://www.w3.org/2000/01/rdf-schema#> 
523. PREFIX xsd:   <http://www.w3.org/2001/XMLSchema#> 
524. Delete {<http://ontology.jaist.ac.jp/kousuke/INR#Goal0> 

<http://ontology.jaist.ac.jp/kousuke/INR#archived> ?any} 
525. WHERE 
526. {<http://ontology.jaist.ac.jp/kousuke/INR#Goal0> 

<http://ontology.jaist.ac.jp/kousuke/INR#archived> ?any} 
527. ENTER STATE     : Platform.Res2InCommit 
528. ENTER STATE     : Platform.L2End 
529. ENTER STATE     : Human.OpenRC 
530. ---In L2 End...--- 
531. cover open/close status OBSERVE: closed 

532. 12月 26, 2018 8:42:51 午後 inr.DeviceManager$1 run 

533. 情報: Run: 6 
534. ------------------RUN: 6 ------------------ 
535. @prefix seas:  <https://w3id.org/seas/> . 
536. @prefix owl:   <http://www.w3.org/2002/07/owl#> . 
537. @prefix rdf:   <http://www.w3.org/1999/02/22-rdf-syntax-ns#> . 
538. @prefix xsd:   <http://www.w3.org/2001/XMLSchema#> . 
539. @prefix base_ontology: 

<https://git.onem2m.org/MAS/BaseOntology/raw/master/base_ontology.owl#> . 
540. @prefix rdfs:  <http://www.w3.org/1999/02/22-rdf-syntax-ns#> . 
541. @prefix inr:   <http://ontology.jaist.ac.jp/kousuke/INR#> . 
542.  
543. base_ontology:RiceCooker_192.168.2.104_1_2018-12-26T20:42:27.47607Z 
544.         a              base_ontology:RiceCooker , base_ontology:Device ; 
545.         inr:locatedIn  inr:Environment0 ; 
546.         base_ontology:hasCoverOpenCloseStatus 
547.                 "cover close" ; 
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548.         base_ontology:hasOperationStatus 
549.                 "ON" . 
550.  
551. inr:Response1  a     inr:Response ; 
552.         inr:control  base_ontology:RiceCooker_192.168.2.104_1_2018-12-

26T20:42:27.47607Z ; 
553.         inr:need     base_ontology:RiceCooker . 
554.  
555. base_ontology:Buzzer_192.168.2.104_1_2018-12-26T20:42:27.48130Z 
556.         a              base_ontology:Buzzer , base_ontology:Device ; 
557.         inr:locatedIn  inr:Environment0 ; 
558.         base_ontology:hasOperationStatus 
559.                 "ON" ; 
560.         base_ontology:hasSoundGenerationSetting 
561.                 "buzzer disabled" . 
562.  
563. inr:tapPopup  a        inr:Task ; 
564.         inr:hasTarget  base_ontology:Smartphone0 . 
565.  
566. inr:Response0  a     inr:Response ; 
567.         inr:control  base_ontology:HumanDetectionSensor_192.168.2.104_1_2018-12-

26T20:42:27.32551Z ; 
568.         inr:need     base_ontology:HumanDetectionSensor . 
569.  
570. inr:taro  a            inr:User ; 
571.         inr:locatedIn  inr:Environment0 ; 
572.         inr:useApp     inr:App16999 . 
573.  
574. inr:open  a            inr:Task ; 
575.         inr:hasTarget  inr:RiceCooker . 
576.  
577. inr:RiceCooker  a  inr:AimObject . 
578.  
579. inr:approach  a        inr:Task ; 
580.         inr:hasTarget  inr:RiceCooker . 
581.  
582. seas:Kitchen  a  seas:Zone . 
583.  
584. inr:Complete  a  inr:Genre . 
585.  
586. inr:ReadyRice  a  inr:Trigger . 
587.  
588. inr:Notification0  a  inr:Notification ; 
589.         inr:control  base_ontology:Buzzer_192.168.2.104_1_2018-12-

26T20:42:27.48130Z ; 
590.         inr:need     base_ontology:Buzzer . 
591.  
592. base_ontology:HumanDetectionSensor_192.168.2.104_1_2018-12-26T20:42:27.32551Z 
593.         a              base_ontology:HumanDetectionSensor , base_ontology:Device ; 
594.         inr:locatedIn  inr:Environment0 ; 
595.         base_ontology:hasHumanDetectionStatus 
596.                 "detected" ; 
597.         base_ontology:hasOperationStatus 
598.                 "ON" . 
599.  
600. inr:Linker0  a               inr:Linker ; 
601.         inr:hasNotification  inr:Notification0 ; 
602.         inr:hasResponse      inr:Response1 , inr:Response0 . 
603.  
604. inr:Environment0  a  inr:Environment ; 
605.         inr:hasZone  seas:Kitchen . 
606.  
607. inr:Goal0  a              inr:Goal ; 
608.         inr:archived      "L2" ; 
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609.         inr:hasAimObject  inr:RiceCooker ; 
610.         inr:hasGenre      inr:Complete ; 
611.         inr:hasLinker     inr:Linker0 ; 
612.         inr:hasTask       inr:tapPopup , inr:open , inr:approach ; 
613.         inr:hasTrigger    inr:ReadyRice . 
614.  
615. inr:App16999  a  inr:App . 
616.  
617. base_ontology:Smartphone0 
618.         a       base_ontology:Smartphone , base_ontology:Device . 
619. (NOW STATE : SHumanDetectionSensor.Default?) go  Error < detect 
620. ENTER STATE     : HumanDetectionSensor.Error 
621. ENTER STATE     : Platform.L2End 
622. ENTER STATE     : Platform.L2End 
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